
Title オーストラリアにおける外国人労働省の諸問題 :
特に、治安に及ぼす影響を中心として

Sub Title Probleme betreffend ansländische Arbeitskräfte in Österreich unter
besonderer Berücksichtigung der Auswirkungen auf die offentliche
Sicherheit

Author 宮澤, 浩一(Miyazawa, Koichi)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

1989

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.62, No.12 (1989. 12) ,p.11- 44 

JaLC DOI
Abstract
Notes 田口精一教授 平良教授 退職記念号
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19891228-0011

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
諸
間
題

　
ー
特
に
、
治
安
に
及
ぽ
す
影
響
を
中
心
と
し
て
ー

宮

澤

浩

一

オーストリアにおける外国人労働者の諸問題

一二三

は
じ
め
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
の
動
向

外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
の
動
き

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
の
動
き
、
殊
に
、
労
働
市
場
の
変
動
と
外
国
人
労
働
者
政
策
の
変
化

む
す
び

は
じ
め
に

一
　
我
が
国
が
当
面
し
て
い
る
社
会
問
題
の
一
つ
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
の
μ
不
法
就
労
”
が
あ
る
。
事
態
を
一
層
紛

糾
さ
せ
る
昨
今
の
事
件
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
難
民
を
装
い
、
日
本
で
の
就
労
を
目
的
と
す
る
中
国
人
の
“
不
法
入
国
”
の
問
題
が
起
き
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
性
格
が
い
さ
さ
か
異
な
る
の
で
一
応
措
く
。
”
不
法
就
労
“
と
い
っ
て
も
、
そ
の
形
態
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
企
業

が
研
修
の
名
目
で
ア
ジ
ア
諸
国
の
労
働
者
を
入
国
さ
せ
、
或
い
は
日
本
語
学
校
が
語
学
研
修
の
名
目
で
中
国
人
青
年
を
入
国
さ
せ
る
な
ど
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し
て
、
実
質
は
、
そ
れ
ら
の
者
を
中
小
企
業
で
働
か
せ
る
も
の
も
あ
る
．
ま
た
、
日
本
で
金
を
か
せ
ぐ
た
め
に
、
観
光
ビ
ザ
で
入
国
し
、

そ
の
ま
ま
長
期
間
滞
在
し
、
就
労
す
る
例
も
多
い
し
、
な
か
に
は
、
不
良
集
団
が
独
自
に
、
或
い
は
諸
国
の
不
良
集
団
の
協
力
を
え
て
、

”
不
法
就
労
者
”
か
ら
の
ピ
ン
ハ
ネ
を
目
的
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
の
女
性
を
集
め
、
或
い
は
土
木
建
設
作
業
員
な
ど
と
し
て
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

労
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
男
子
を
入
国
さ
せ
、
水
商
売
関
係
に
周
旋
し
、
中
小
企
業
に
斡
旋
す
る
な
ど
、
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
．

そ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
外
国
人
た
ち
が
正
規
の
就
労
許
可
を
う
る
こ
と
な
く
、
入
国
目
的
を
偽
わ
り
、
事
実
上
、
就
労
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
い
る
た
め
、
わ
が
国
の
法
律
上
は
、
”
不
法
”
就
労
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ァ
に
は
ー
勿
論
、
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
が
1
口
べ
ら
し
の
た
め
、
或
い
は
、
外
国
で
働

い
て
い
る
者
か
ら
自
国
に
残
し
て
い
る
家
族
へ
の
送
金
、
帰
国
者
の
持
ち
帰
る
外
貨
に
よ
っ
て
、
国
際
収
支
の
建
て
直
し
を
は
か
る
た
め
、

海
外
へ
の
移
住
と
就
労
を
歓
迎
し
、
積
極
的
に
奨
励
し
て
い
る
国
が
多
い
の
で
あ
る
．
今
日
で
は
、
人
も
う
ら
や
む
経
済
大
国
と
な
っ
た

わ
が
国
が
、
か
つ
て
経
済
的
に
苦
境
に
あ
っ
た
戦
前
や
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
期
に
、
北
ア
メ
リ
カ
や
中
南
米
に
大
量
の
移
民
を
送
り
出

し
、
或
い
は
生
活
苦
に
あ
え
い
で
い
た
農
民
を
、
国
策
と
し
て
「
満
洲
」
に
移
住
さ
せ
た
．
相
手
か
ま
わ
ず
の
強
引
な
ア
メ
リ
カ
移
民
と

日
貨
の
輸
出
が
、
や
が
て
日
本
人
へ
の
排
斥
運
動
と
な
っ
て
は
ね
か
え
り
、
日
本
国
内
の
社
会
的
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
の
「
満
洲
」
の

経
営
は
、
国
際
連
盟
の
多
く
の
国
か
ら
の
批
判
を
ま
ね
き
、
日
本
は
結
局
、
孤
立
し
、
同
連
盟
を
脱
退
し
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
へ

と
奈
落
の
底
へ
の
道
を
進
ん
だ
。
海
外
で
の
出
稼
ぎ
は
、
各
国
と
も
に
、
大
な
り
小
な
り
、
国
の
存
亡
を
か
け
た
政
策
決
定
と
か
か
わ
り

を
も
つ
。

　
近
く
に
あ
る
経
済
的
に
豊
か
な
国
へ
と
自
国
民
を
働
き
に
出
す
こ
と
は
、
古
今
東
西
、
経
済
の
ゆ
き
づ
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
の
手
っ

取
り
早
い
方
法
と
し
て
誰
し
も
が
思
い
つ
く
手
段
な
の
で
あ
ろ
う
．
受
け
容
れ
国
と
し
て
も
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

外
国
人
の
労
働
力
を
受
け
容
れ
、
そ
の
力
を
社
会
的
に
需
要
の
あ
る
仕
事
へ
と
振
り
向
け
て
活
用
し
、
自
国
の
経
済
・
社
会
生
活
に
貢
献

さ
せ
よ
う
と
努
め
る
の
で
あ
る
．
そ
し
て
同
時
に
、
そ
の
労
働
へ
の
対
価
が
、
出
身
国
へ
と
還
流
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
近
隣
諸
国
の
経

12



済
発
展
に
協
力
し
、
自
国
の
重
味
を
印
象
づ
け
、
友
好
国
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
へ
と
貢
献
を
は
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

二
　
今
日
、
西
欧
先
進
国
の
多
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
外
国
人
労
働
者
を
受
け
容
れ
、
直
接
、
間
接
に
国
際
協
力
を
実
現
し
て
い
る
。

勿
論
、
世
界
的
規
模
で
変
化
す
る
政
治
・
経
済
の
動
向
に
よ
り
、
当
初
の
思
惑
通
り
に
事
が
運
ば
ず
、
外
国
人
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
の

存
在
が
社
会
的
に
重
荷
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
各
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
各
国
と
も
に
、
外
国
人
労
働
者
を
代
替
し

難
い
労
働
力
と
し
て
評
価
し
、
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
．
そ
の
た
め
に
、
自
国
民
の
生
活
に
統
合
さ
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る
．
不
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

康
で
、
汚
い
職
場
に
、
比
較
的
安
い
賃
金
で
も
働
く
外
国
人
労
働
者
の
存
在
は
、
社
会
生
活
を
支
え
る
働
き
手
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
外
国
人
。
不
法
“
就
労
者
の
多
く
は
、
わ
が
国
の
若
者
が
好
ま
な
い
仕
事
を
受
け
持
ち
、
安
い
賃
金
の
肉
体
労
働
を
引
き
受

け
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
労
働
意
欲
は
高
く
、
技
能
、
技
術
は
、
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
日
本
の
若
者
よ
り
も
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
お

り
、
職
場
に
よ
っ
て
は
、
外
国
人
労
働
者
を
抜
き
に
し
て
は
立
ち
ゆ
け
な
い
程
に
そ
れ
を
組
み
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
．

オーストリアにおける外国人労働者の諸問題

三
　
こ
の
事
態
を
前
に
し
て
、
今
日
の
状
況
を
認
め
、
単
純
作
業
従
事
者
を
も
含
む
外
国
人
労
働
者
に
開
国
を
主
張
す
る
立
場
が
あ
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

方
、
鎖
国
を
主
張
す
る
意
見
も
か
な
り
強
い
．
「
開
国
論
」
は
、
国
際
協
力
と
企
業
の
社
会
的
要
請
を
論
拠
と
す
る
の
に
対
し
て
、
鎖
国

論
は
、
日
本
社
会
の
特
殊
性
、
単
一
民
族
に
よ
る
同
質
社
会
に
異
質
な
分
子
が
入
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
が
混
乱
し
、
殊
に
、
治
安
が
悪

化
す
る
こ
と
、
流
入
を
認
め
る
と
歯
ど
め
が
な
く
な
り
、
際
限
な
く
大
量
な
外
国
人
を
受
け
容
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
日
本
社
会
が
変

っ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
不
安
・
反
感
が
底
流
を
な
し
て
い
る
。
鎖
国
論
の
論
拠
に
、
西
ド
イ
ッ
の
外
国
人
労
働
者
問
題
と
市
民
の
反
応
を

　
　
　
　
　
　
（
6
）

引
用
す
る
例
が
あ
る
．
又
、
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
が
治
安
対
策
上
、
重
荷
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
は
た
し
て
、
そ
の
論
拠
な

る
も
の
が
、
正
し
い
認
識
に
よ
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
．
私
自
身
、
外
国
人
労
働
者
の
第
二
、
第
三
世
代
が
、
西
ド
イ
ッ
の
青
少
年
非
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
西
ド
イ
ッ
の
外
国
人
労
働
者
の
問
題
に
は
、
大
量
の
文
献
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（
8
）

が
あ
り
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
で
余
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、
問
題
点
の
検
討

を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
西
ド
イ
ッ
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
、
相
当
多
く
の
外
国
人
労
働
者
を
か
か
え
て
い
る
。

殊
に
、
隣
国
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
か
な
り
離
れ
た
国
で
あ
る
ト
ル
コ
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
か
か
え
る
同
国
で
の
問
題
点
と
議
論

の
動
き
を
知
る
こ
と
は
、
わ
が
国
に
参
考
と
な
る
論
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
、
西
ド
イ
ッ
と
比
べ
て
、
外
国
人
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

者
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
法
的
な
整
備
が
す
す
ん
で
い
な
い
同
国
の
状
況
は
、
日
本
の
今
後
の
動
き
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む

も
の
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

　
私
自
身
、
刑
事
法
を
専
攻
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
外
国
人
労
働
者
の
投
げ
か
け
る
多
く
の
論
点
に
つ
い
て
概
括
的
な
紹
介
を
し
て
後
、

主
と
し
て
、
治
安
に
及
ぽ
す
影
響
を
中
心
と
し
て
、
現
状
の
分
析
を
試
み
る
．
幸
い
に
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
内
務
省
の
「
治
安

　
　
　
　
　
　
（
n
）
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に
関
す
る
報
告
書
」
と
「
警
察
統
計
」
を
一
九
七
八
年
か
ら
八
七
年
ま
で
入
手
し
え
た
し
、
若
干
の
重
要
な
文
献
を
も
獲
得
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
リ
ン
ツ
大
学
の
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
モ
ー
ス
教
授
（
寄
一
昌
貰
山
冒
。
邑
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ャ
サ
ー
ル
教
授
（
孚
導
国

9
器
鼠
り
）
、
連
邦
司
法
省
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
ハ
イ
ン
ド
ル
検
事
（
窪
茜
富
包
浮
旨
色
）
、
コ
ン
ス
タ
ソ
ツ
ェ
・
ク
レ
ン
博
士
（
O
自
馨
導
N
①

寄
8
、
慶
感
義
塾
大
学
訪
間
研
究
員
の
シ
ュ
ー
ラ
・
ク
ッ
ク
博
士
（
の
魯
霞
”
O
。
＆
、
在
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
大
使
館
の
ミ
ヒ
ァ
エ

ル
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
三
等
書
記
官
（
霞
魯
器
一
N
旨
窮
霞
暴
冒
）
ら
か
ら
、
多
大
の
援
助
を
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
田
口
精
一
、
平
良
両
教
授
に
は
、
私
自
身
、
直
接
、
教
え
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
が
新
制
の
法
学
部
法
律
学
科
の
学
生
と
し

て
在
籍
し
た
当
時
、
旧
制
法
律
学
科
の
最
後
の
学
生
、
さ
ら
に
、
助
手
と
し
て
、
当
時
、
弱
小
学
部
で
あ
っ
た
法
学
部
の
た
め
、
苦
労
さ

れ
、
後
に
、
私
が
専
任
教
員
と
し
て
一
九
五
五
年
に
法
律
学
科
の
助
手
と
な
っ
た
と
き
は
、
先
任
の
助
教
授
と
し
て
、
以
後
の
法
学
部
の

発
展
に
と
も
に
努
力
し
合
っ
て
き
た
。
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オーストリアにおける外国人労働者の諸問題

　
今
目
、
世
間
的
に
は
、
法
学
部
は
押
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
存
在
と
な
り
は
し
た
が
、
そ
れ
に
至
る
過
程
で
刻
苦
勉
励
さ
れ
た
多
く
の

先
達
が
去
り
、
今
日
、
ま
た
、
田
口
、
平
両
教
授
の
退
職
を
み
、
不
安
と
と
も
に
寂
莫
と
し
た
感
を
禁
じ
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。

　
不
充
分
な
本
稿
を
捧
げ
る
所
以
の
も
の
は
、
虚
名
に
甘
え
る
こ
と
を
拒
み
、
学
問
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
学
事
行
政
に
耽
溺
す
る
と
い

う
安
易
な
道
を
歩
ま
な
か
っ
た
1
正
確
に
は
、
歩
み
え
な
か
っ
た
1
御
二
人
に
、
御
苦
労
さ
ん
と
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
我
も
又
、

同
じ
道
を
歩
む
と
い
う
決
意
を
示
す
た
め
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
最
近
の
状
況
を
も
ふ
ま
え
て
、
現
状
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
将
来
の
指
針
と
な
る
提
言
を
含
む
も
の
に
、
花
見
忠
・
桑
原
靖
夫
編
．
明
日
の
隣

　
　
人
外
国
人
労
働
者
、
｝
九
八
九
年
が
あ
る
。

　
（
2
）
　
こ
の
実
態
に
つ
い
は
、
花
見
・
桑
原
・
前
注
、
七
三
頁
以
下
参
照
。

　
（
3
）
　
少
し
古
い
資
料
で
あ
る
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
資
金
援
助
を
え
て
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
、
そ
し
て

　
　
ト
ル
コ
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
・
公
刊
さ
れ
た
も
の
に
、
国
誉
－
魯
導
↓
ぎ
目
郵
冒
巨
騎
蚕
暮
≦
。
詩
①
議
ぎ
国
霞
8
9
夢
魯
一
畠
a
¢
寅
言
幹

　
　
》
8
目
℃
胃
暮
貯
Φ
。
・
貫
俺
ざ
這
Q
。
O
が
あ
る
。

　
（
4
）
団
暮
量
且
畠
§
一
毒
穿
醤
巨
Φ
＜
①
暑
彗
巨
α
q
）
＞
巨
似
急
婁
Φ
≧
げ
婁
号
似
幽
♂
Φ
ぎ
α
§
墓
喜
男
。
善
び
盲
。
q
・
げ
⑦
誉
ぎ
誤
の
。
量
一
－

　
　
彗
含
卜
旨
①
一
審
ヨ
”
詩
ε
o
一
三
ぎ
お
o
。
9
げ
①
幹
¢
3
崩
。

　
（
5
）
　
例
え
ば
、
西
尾
幹
二
・
戦
略
的
「
鎖
国
」
論
、
一
九
八
八
年
。
な
お
．
開
国
論
・
鎖
国
論
の
争
点
に
つ
い
て
、
花
見
・
桑
原
．
前
出
（
注
1
）
、

　
　
　
一
五
頁
以
下
に
．
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
6
）
　
西
ド
イ
ッ
の
大
衆
の
な
か
に
根
強
く
存
在
す
る
ト
ル
コ
人
労
働
者
に
対
す
る
偏
見
を
鋭
く
描
い
た
文
献
が
好
ん
で
引
用
さ
れ
る
。
ギ
ュ
ン
タ

　
　
ー
・
ヴ
ァ
ル
ラ
フ
著
・
マ
サ
コ
・
シ
ェ
ー
ン
エ
ッ
ク
訳
・
最
底
辺
、
一
九
八
七
年
。

　
（
7
）
　
宮
澤
浩
一
・
若
年
者
人
口
の
変
動
と
青
少
年
保
護
政
策
の
対
応
、
家
裁
月
報
四
〇
巻
五
号
、
一
九
八
八
年
、
七
頁
参
照
。

　
（
8
）
　
例
え
ぽ
、
竃
凶
9
亀
き
験
撃
脅
『
田
＄
民
q
暫
讐
魯
α
零
切
q
且
＄
器
讐
Φ
箋
轟
暁
母
＆
Φ
訂
ざ
鵯
彗
帥
9
勉
忠
”
蓋
寅
民
一
ω
魯
象
ト
リ
富
凶
訂
魯
ヨ
霞

　
　
自
山
一
ぼ
霞
頴
巨
一
一
雪
き
鵯
ま
二
鵯
P
評
膏
暮
国
自
》
毎
田
巳
。
誉
＄
9
総
蔚
琶
㌍
ω
8
ざ
目
び
霞
お
o
。
①
と
そ
の
巻
末
の
文
献
参
照
。
外
国
人
労
働

　
　
者
を
含
む
外
国
人
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
文
献
と
し
て
、
》
塁
峯
＆
霞
5
巨
ぎ
毘
泣
“
ぎ
α
零
ω
琶
留
巽
8
昌
一
幹
U
①
暮
零
匿
導
9
ω
国
＞
－

　
　
＜
O
詳
蜜
暢
器
皆
Φ
切
穿
ω
倉
這
◎
。
O
が
あ
る
。

　
（
9
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
行
政
省
公
刊
の
調
査
資
料
と
同
じ
書
名
の
文
献
が
あ
る
。
国
導
召
皿
白
冒
目
霞
（
国
叩
）
、
》
臣
一
ぎ
島
零
ぎ
ト
き
魯
玲
鼠
津
Φ
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日
○
警
O
霧
o
一
〇
F
一
〇
Q
O
9

（
1
0
）
　
ω
竃
噛
己
＆
巴
①
＜
霞
≦
巴
貯
琶
騨
8
・
鼻
●
（
＞
昌
饗
轟
）
ゆ
の
」
①
q
卑
に
詳
し
い
。

（
1
1
）
ω
一
魯
①
旨
Φ
ぎ
訂
誉
冥
評
誉
算
号
『
鴨
彗
留
巽
Φ
讐
①
窪
渥
浮
霞
島
。
一
暮
。
毎
腔
島
Φ
浮
Φ
客
営
0
9
巽
蚕
魯
と
い
い
、

（
1
2
）
　
ω
導
号
弩
一
巳
馨
＆
仁
唐
協
ξ
一
目
霞
＄
℃
呂
量
ま
富
国
『
一
巨
・
巴
ω
鼠
冴
げ
涛
と
い
い
、
毎
年
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
前
出
・
注
4
と
9
の
ほ
か
、
冒
営
号
浮
①
一
↑
。
⇒
ぎ
警
声
h
＜
＆
N
夷
’
の
。
胃
一
津
。
言
9
ぎ
8
¢
切
糧
区
＄
昌
巳
9
霞
冒
目
の

　一

〇
c
。
刈
が
あ
る
。一

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
間
題
の
動
向

毎
年
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

｛
ξ
脳
霧
菖
国
。
切
F
ω
ρ

旧
　
ド
イ
ッ
に
お
け
る
と
同
様
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、
外
国
人
労
働
者
の
問
題
は
、
一
九
世
紀
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
。

ド
イ
ッ
で
は
．
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領
邦
国
で
、
主
と
し
て
領
地
の
農
林
業
の
経
営
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
・
シ
ア
か
ら
の
農
民
の
季
節
労
働

　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

者
を
使
用
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
時
代
に
は
、
同
じ
理
由
で
．
周
辺
国
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
農
民
が

季
節
労
働
者
と
し
て
有
力
な
労
働
力
の
提
供
源
で
あ
っ
た
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
農
民
は
、
一
八
六
七
年
の
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
に
よ
り
誕
生
し

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
時
代
に
は
、
「
自
国
民
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
形
式
的
に
は
、
自
国
の
労
働
者
で
あ
り
、
「
外
国
人
」

　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
は
な
か
っ
た
。

　
第
一
次
大
戦
後
、
帝
制
が
倒
れ
、
強
大
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
と
な
り
、
多
く
の
領
土

と
国
民
を
失
う
と
同
時
に
、
法
制
度
も
大
き
く
変
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
の
雇
傭
を
確
保
す
る
労
働
保
護
法
に
よ
り
、
外
国
人
の
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

力
を
用
い
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
が
、
こ
の
状
況
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
一
層
、
顕
著
と
な
っ
た
．
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
戦
後
の

社
会
で
は
、
東
欧
諸
国
か
ら
引
き
あ
げ
て
き
た
者
、
殊
に
、
旧
ド
イ
ッ
国
籍
を
も
つ
者
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
難
民
と
し
て
移
住
し
た
多

数
の
者
の
労
働
力
に
依
存
で
き
た
た
め
、
「
外
国
人
労
働
者
」
に
助
力
を
求
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
一
九
四
七
年
に
は
、
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全
国
民
の
一
〇
％
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

こ
れ
ら
の
東
方
か
ら
の
難
民
で
あ
っ
た
と
い
う
。

オーストリアにおける外国人労働者の諸間題

二
　
第
二
次
大
戦
後
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
容
れ
問
題
が
口
の
端
に
の
ぽ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇

年
代
初
め
に
、
完
全
雇
傭
が
達
成
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
．
法
律
上
は
、
労
働
局
に
よ
り
、
個
々
の
外
国
人
に
対
し
て
労
働
許
可
が

下
り
て
は
じ
め
て
就
労
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
就
労
認
可
手
続
を
簡
略
化
す
る
た
め
、
労
使
双
方
の
団
体
の
間
で
「
外
国
人
労
働

者
の
総
割
当
て
」
を
認
め
る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
．
経
済
成
長
に
よ
る
需
要
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、
外
国
人
の
労
働
力
に
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ら
ざ
る
を
え
な
い
事
情
が
こ
の
よ
う
な
簡
便
な
措
置
を
と
ら
せ
た
の
で
あ
る
．
そ
れ
に
は
、
種
々
の
原
因
が
あ
る
が
、
大
き
く
わ
け
て
、

ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
労
働
者
も
よ
り
よ
い
収
入
を
求
め
て
、
豊
か
な
隣
国
、
ス
イ
ス
や
西
ド
イ
ッ
に
働
き
口
を
得
て
出
国
し
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

め
、
内
国
人
の
労
働
力
が
減
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
教
育
課
程
の
期
間
が
延
長
し
た
こ
と
及
び
高
齢
者
援
護
政
策
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

う
教
育
政
策
と
社
会
政
策
の
前
進
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
就
労
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
成
長

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
労
働
市
場
に
生
じ
た
穴
を
う
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
．
そ
の
た
め
も
あ
り
、
労
働
力
の
募
集
に
関
す
る
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

家
間
の
協
定
が
一
九
六
二
年
に
ス
ペ
イ
ン
、
一
九
六
四
年
に
ト
ル
コ
、
一
九
六
六
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
外
国
人
労
働
者
の
就
労
者
数
は
、
経
済
・
社
会
変
動
に
つ
れ
て
変
化
す
る
．
そ
の
具
体
的
状
況
を
知
る
た
め
に
、
表
示
す
る
と
、
第
一

表
の
通
り
で
あ
る
．
一
九
六
三
年
か
ら
七
三
年
ま
で
、
年
を
追
う
ご
と
に
そ
の
数
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、

景
気
が
上
昇
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
三
年
の
中
東
戦
争
と
そ
れ
に
よ
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
、
景
気
が
急
激
に
後

退
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
ま
と
も
に
受
け
た
こ
と
が
、
外
国
人
労
働
者
の
減
少
に
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
表
の
数
字
の
変
化

に
は
、
検
討
す
べ
き
多
く
の
点
が
あ
る
．
ま
ず
、
一
九
七
三
年
の
ピ
ー
ク
時
と
比
べ
て
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
に
は
、
八
万
人
減
の
一
四

万
人
台
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
そ
れ
を
さ
ら
に
下
廻
る
状
況
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
外
国
人
労
働
者

の
最
も
多
か
っ
た
一
九
七
三
年
を
み
る
と
、
外
国
人
労
働
者
全
体
の
う
ち
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
一
七
・
八
万
人
（
七
八
・
五
％
）
、
ト
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第一表　外国人労働者の人数の暦年変化（1963－1987年）

年度 人　数 年度 人数 1年度 人数 1年度 人数 1年度 人数
1963 21，500 1968 67，500 1973 226，801 1978 176，709＊ 1983 145，347＊

1964 26，100 1969 87，700 1974 222，327 1979 170，592 1984 138，710

1965 37，300 1970 111，715 1975 191，011 1980 174，712＊ 1985 140，206

1966 51，500 1971 150，216 1976 171，673 1981 171，773 1986 145，963

1967 66，200 1972 187，065 1977 188，863 1982 155，988 1987 147，382＊

註　1963～1983年は，Gudrun　Biff1，前出，40頁の表より，1978～1987年は，連邦内務省の保安報

　告の各年度のデータによる。但し，＊のついた年度は，両者のデータに若干の相違がある。

ル
コ
人
二
・
七
万
人
（
一
一
・
八
％
）
、
西
ド
イ
ッ
人
五
八
○
○
人
（
二
・
五
％
）
な
ど
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
一
九
八
三
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
は
八
・
九
万
人
に
減
っ
た
の
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

ト
ル
コ
人
は
二
・
七
万
人
、
西
ド
イ
ッ
人
は
一
・
一
万
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
ビ
ッ
フ
ル
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

こ
の
事
情
に
つ
い
て
、
各
種
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
に

関
し
て
は
、
長
期
間
滞
在
し
て
、
そ
の
間
、
家
族
を
よ
び
寄
せ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
生
ま
れ
、
育

っ
た
子
供
が
社
会
的
に
同
化
し
た
人
々
の
な
か
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
を
取
得
し
た
者
が
多

い
。
そ
の
人
々
は
、
「
外
国
人
労
働
者
」
と
し
て
統
計
に
表
わ
れ
な
く
な
る
。
又
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
は
隣
国
で
あ
り
、
交
通
費
も
大
し
て
か
か
ら
な
い
た
め
、
家
族
を
国
に
残
し
、
「
出
稼
ぎ
」

に
徹
し
た
人
の
な
か
に
、
景
気
後
退
の
打
撃
を
う
け
、
失
業
し
た
た
め
、
帰
国
し
た
者
も
少
く
な

い
。
こ
れ
ら
の
事
情
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
出
身
の
外
国
人
労
働
者
の
「
激
減
」
の
理
由
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
出
身
の
労
働
者
は
、
景
気
と
余
り
関
係
の
な
い
労
働
・
作
業
に
従

事
し
て
お
り
、
相
当
程
度
滞
在
し
て
後
、
家
族
を
よ
び
寄
せ
、
長
く
定
住
し
て
い
て
も
、
宗
教
や

生
活
感
情
が
異
な
る
た
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
に
同
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
、

国
籍
を
変
え
る
こ
と
が
な
い
。
又
、
夫
が
失
業
し
た
場
合
、
故
国
に
戻
っ
て
も
、
就
職
す
る
見
込

み
が
な
い
た
め
も
あ
り
、
妻
が
掃
除
婦
や
食
堂
、
公
共
施
設
の
賄
婦
な
ど
と
し
て
就
職
す
る
た
め
．

「
外
国
人
労
働
者
」
と
し
て
計
算
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
仕
事
は
、
景
気
の
変
動
と
か
か
わ
り

を
持
た
な
い
の
で
、
景
気
が
回
復
し
、
夫
が
再
就
職
し
て
も
、
仕
事
を
続
け
る
た
め
ト
ル
コ
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

「
外
国
人
労
働
者
」
の
数
は
、
大
き
く
変
動
し
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
又
、
西
ド
イ
ッ
人
の

場
合
は
、
技
能
、
技
術
で
生
活
し
て
い
る
た
め
、
景
気
の
後
退
と
か
か
わ
り
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
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ア
社
会
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
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三
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
「
外
国
人
」
の
人
口
の
変
化
に
つ
い
て
も
、
一
応
の
概
観
を
し
て
お
こ
う
。
一
九
六
一
年
に
は
、
約
一
〇

万
人
の
外
国
人
が
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
は
七
・
五
万
人
で
、
そ
の
う
ち
西
ド
イ
ッ
人
は
四
・
三
万
人
で
あ
っ
て
（
ユ
！
ゴ
ス
ラ
ヴ

ィ
ァ
人
は
四
、
五
六
五
人
）
、
ト
ル
コ
人
は
二
一
七
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
七
一
年
に
は
、
一
二
・
二
万
人
の
外
国
人
の
う
ち
、
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
が
九
万
人
（
四
四
％
）
、
ト
ル
コ
人
が
一
・
六
万
人
（
七
・
八
％
）
を
占
め
、
そ
れ
が
一
九
八
一
年
に
は
、
二
九
万
人
の
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

国
人
の
う
ち
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
一
二
・
六
万
人
（
四
三
％
）
、
ト
ル
コ
人
六
万
人
（
二
〇
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
．

　
一
九
八
一
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
総
人
口
は
、
七
五
五
万
六
〇
〇
〇
人
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
二
九
万
人
の
外
国
人
は
、
三
・
八
％
の
割

　
　
（
2
6
）

合
で
あ
る
。
こ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
国
と
比
較
す
る
と
、
一
九
八
○
年
に
、
ス
イ
ス
は
一
四
・
二
％
、
ベ
ル
ギ
ー
は
九
・
二
％
、
フ

ラ
ン
ス
は
七
・
四
％
、
西
ド
イ
ッ
は
七
・
二
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
五
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
比
率
は
、
ま
だ
少
い
方
で
あ

る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
総
人
口
に
三
・
八
％
も
の
外
国
人
が
含
ま
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
相
当
な
も
の
で
あ
る
．
試
み
に
、
わ
が
国

の
人
口
一
億
二
〇
〇
〇
万
人
の
う
ち
、
三
・
八
％
が
外
国
人
で
あ
る
と
仮
定
し
て
計
算
す
る
と
、
四
五
六
万
人
と
い
う
大
き
な
数
字
と
な

る
。
フ
ラ
ン
ス
や
西
ド
イ
ッ
の
比
率
で
算
出
し
て
み
る
と
、
わ
が
国
に
九
〇
〇
万
人
ほ
ど
の
外
国
人
が
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
．
東

京
二
三
区
の
人
口
を
上
廻
る
巨
大
な
人
口
を
外
国
人
が
占
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
．

四
　
さ
て
、
事
柄
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
限
っ
て
、
や
や
詳
し
く
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
国
人
労
働
者
の
実
態
は
、
一
九
六
三
年
以
後
の
二
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
で
あ
ろ

（
溜
）
。

う
力
　
一
九
六
〇
年
代
の
は
じ
め
頃
は
、
若
く
て
独
身
の
男
が
雇
わ
れ
て
い
た
．
家
族
持
ち
の
者
も
、
故
郷
に
家
族
を
残
し
て
出
稼
ぎ
に
来
て
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い
た
。
人
口
に
占
め
る
就
労
者
の
割
合
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
比
べ
て
、
外
国
人
の
場
合
、
は
る
か
に
就
労
者
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
七
一
年
の
国
勢
調
査
の
と
き
に
は
、
外
国
人
労
働
者
の
動
態
に
も
変
化
が
生
じ
、
家
庭
を
き
ず
い
た
り
、
家
族
を
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

寄
せ
る
者
の
数
が
増
し
、
外
国
人
の
消
費
行
動
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
外
国
人
の
人
口
に
占
め
る
女

子
の
比
率
が
高
く
な
り
、
ト
ル
コ
人
で
は
一
三
％
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
で
は
三
七
％
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で

は
五
三
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い
た
．
外
国
人
女
子
就
労
者
率
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
女
性
と
比
べ
て
高
い
。
例
え
ば
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
女

性
で
は
八
○
％
、
ト
ル
コ
女
性
で
は
五
六
％
が
就
業
し
て
い
る
の
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
女
性
で
は
、
三
〇
・
八
％
が
就
業
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
．
ト
ル
コ
人
の
場
合
、
一
九
六
〇
年
代
の
初
め
は
、
殆
ど
男
子
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
九
年
に
は
、
女
子
の
就
業
も

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
三
年
に
は
、
全
ト
ル
コ
人
就
業
者
の
一
二
・
四
％
が
女
子
に
よ
り
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

外
国
人
の
女
子
就
業
者
の
う
ち
、
共
稼
ぎ
の
者
も
多
い
が
、
若
い
独
身
女
性
も
決
し
て
少
な
い
数
字
で
は
な
か
っ
た
．
一
九
七
〇
年
代
に

な
る
と
、
殊
に
、
故
郷
に
残
し
て
い
た
家
族
を
よ
び
寄
せ
る
事
例
が
増
え
て
ぎ
た
．
そ
れ
と
い
う
の
も
、
外
国
人
人
口
の
七
割
以
上
を
占

め
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
の
出
身
国
の
経
済
状
態
は
一
向
に
改
ま
ら
ず
、
出
国
し
た
当
時
は
、
外
国
で
稼
ぎ
、
本
国
に
残

し
た
家
族
へ
の
送
金
を
積
み
立
て
、
そ
れ
を
資
金
と
し
て
帰
国
後
、
自
前
の
仕
事
を
持
と
う
と
考
え
て
い
た
目
論
見
が
は
ず
れ
、
故
国
に

戻
っ
て
も
何
ら
将
来
の
展
望
が
開
け
な
い
た
め
、
考
え
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
長
期
間
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
破

目
に
陥
っ
た
者
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
．
一
九
八
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
外
国
国
籍
を
持
つ
者
の
四
四
・
四
％
が
女
子
で
占
め

ら
れ
て
い
た
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
は
、
女
子
は
依
然
と
し
て
五
三
％
と
変
ら
な
か
っ
た
）
．
こ
の
結
果
、
外
国
人
の
多
く
が
家
族
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
一
九
八
三
年
に
、
高
等
調
査
研
究
所
（
目
ω
§
暮
騰
辞
田
ぽ
冨
の
葺
α
雪
）
が
実
施
し
た
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
実
態
調
査
に
ょ
る
と
、
被

調
査
者
の
七
〇
％
も
の
人
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
一
〇
年
以
上
居
住
し
て
お
り
、
家
族
を
故
国
に
残
し
、
単
身
で
働
い
て
い
る
者
は
四
三

％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
．
そ
の
単
身
者
に
対
し
、
家
族
を
よ
び
寄
せ
る
希
望
に
つ
き
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ト
ル
コ
人
労
働
者
の
二
一
・
五
％
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が
そ
れ
を
希
望
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
は
六
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
差
異
は
、
お
そ
ら
く
、
地
理
的
に
近

い
た
め
に
、
週
末
に
家
族
の
も
と
に
帰
り
、
絆
を
確
保
す
る
こ
と
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
の
場
合
に
は
容
易
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ

よ
う
。
そ
の
他
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
の
女
性
で
は
、
被
調
査
者
に
一
六
・
四
％
の
離
婚
女
性
が
い
る
の
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
人
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

で
は
一
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
長
期
の
別
居
に
よ
り
、
家
族
の
絆
が
ゆ
る
む
こ
と
に
対
す
る
意
識
の
差
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
で
家
族
が
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
ユ
！
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
の
場
合
、
子
供
の
六
九
％
は
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
で
生
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

る
が
、
ト
ル
コ
人
の
場
合
は
、
四
二
％
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
子
供
の
あ
る
外
国
人
労
働
者
の
家
族
の
子
供
の
七
〇
％
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア

生
ま
れ
で
あ
る
。
子
供
の
数
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
の
家
庭
で
は
、
平
均
し
て
二
二
六
人
、
ト
ル
コ
人
で
は
三
・
○
八
人
で
あ
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
家
庭
が
一
・
八
七
人
で
あ
る
の
と
比
べ
て
、
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
．
西
ド
イ
ッ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、
義
務
教
育
を
終
え
た
外
国
人
労
働
者
の
第
二
、
第
三
世
代
の
者
は
、
失
業
率
が
高
く
．
言
葉
の
障
害
の
た

め
、
高
等
教
育
に
進
む
こ
と
も
で
き
ず
、
非
行
化
す
る
者
が
少
く
な
い
。
後
に
も
指
摘
す
る
が
、
住
居
環
境
そ
の
他
の
社
会
政
策
上
の
欠

陥
の
し
わ
寄
せ
が
、
外
国
人
労
働
者
、
殊
に
、
ト
ル
コ
人
の
家
族
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
．
長
年
に
わ
た
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社

会
に
住
み
、
社
会
の
底
辺
労
働
を
支
え
る
と
い
う
社
会
的
貢
献
を
は
た
し
、
社
会
に
適
合
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し

て
、
補
助
金
を
支
出
し
て
で
も
本
国
に
帰
国
さ
せ
よ
う
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
方
針
は
、
外
国
人
労
働
者
の
生
活
設
計
を
狂
わ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
「
功
労
者
」
を
い
か
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
に
”
編
入
”
す
る

か
で
あ
る
が
、
前
途
は
、
必
ず
し
も
楽
観
し
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
（
1
4
）
　
手
塚
和
彰
・
外
国
人
労
働
者
、
一
九
八
八
年
、
一
七
四
頁
以
下
、
国
①
一
鴇
節
目
。
議
ぴ
霧
ぎ
騨
暮
（
田
超
）
導
O
器
鼠
浮
警
貫
》
壁
マ
器
き
島

　
　
℃
Φ
毎
冨
一
（
菖
＜
⑩
づ
①
ぎ
①
㎝
ω
o
N
互
①
づ
零
。
ぴ
一
①
奪
幹
ド
》
島
。
堕
一
〇
〇
。
」
さ
9
①
冒
眞
睾
α
霞
切
＄
民
訂
品
↑
雪
q
Φ
吋
切
茸
ユ
。
霞
。
讐
Φ
≡
凝
暁
日
卜
毎
一
ぎ
－

　
　
q
①
匡
蚕
鴨
戸
U
彗
雪
琶
q
国
導
け
窪
N
霞
》
葛
寅
包
Φ
邑
菖
暮
8
F
旨
三
這
o
。
①
　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
、
む
富
暮
≦
ミ
鼻
》
毎
寅
亭

　
　
臼
零
ぎ
＞
吾
Φ
富
寄
畦
ざ
一
づ
∪
。
暮
ω
。
露
導
9
く
o
ヨ
国
巴
。
。
霞
a
魯
国
ξ
切
旨
号
ω
お
冨
呂
ざ
這
o
。
刈
を
参
照
。

　
（
1
5
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
、
殊
に
、
そ
の
複
雑
な
国
家
形
成
の
変
転
に
関
し
て
は
、
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
タ
ッ
ト
ミ
ュ
ラ
ー
・
矢
田
俊
隆
解
題
・
円
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後
杏
一
訳
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
史
、
一
九
八
九
年
が
最
も
広
範
に
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
、
ハ
ン
ス
・
コ
ー
ン
著
・
稲
野
強
・
小
沢
弘
明
・

柴
宜
弘
・
南
塚
信
吾
共
訳
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
史
入
門
、
噌
九
八
二
年
（
豊
富
な
史
料
が
つ
い
て
い
る
）
、
A
・
」
・
P
・
テ
イ
ラ
ー
・
倉
田
稔

訳
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
一
八
〇
九
ー
一
九
一
八
　
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
帝
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
胴
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
、
一
九
八
七
年
が
あ
る
。

（
1
6
）
o
＆
吋
ぎ
切
葺
u
零
の
貫
爵
葺
這
費
包
Φ
乙
霞
》
琶
ぎ
量
最
。
茎
鴎
凝
琶
巴
づ
α
§
幕
喜
」
β
”
田
9
①
¢
ぎ
巨
馨
さ
β
鼻
（
＞
づ
琴

　
O
）
∪
の
●
ω
ω
。

（
1
7
）
卑
尋
霧
。
富
ぎ
一
。
鼠
ぎ
α
。
・
・
Φ
§
一
。
募
。
ぎ
董
議
。
蔑
“
一
霧
募
一
§
。
α
の
§
憲
。
憂
。
諺
富
葺
暮
穿
暴
議
§
穿
暁
。
§
げ
琶
幹

お
親
。
参
照
。

（
1
8
）
　
ビ
ッ
フ
ル
は
、
一
九
六
二
・
六
三
年
度
に
、
三
万
六
〇
〇
〇
人
の
外
国
人
に
労
働
許
可
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
（
前
出
・
注
9
）
三
三
頁
。

（
19
）
＞
旨
。
勺
凝
声
β
＞
宏
寅
＆
霞
胃
。
三
①
幕
℃
鼠
樋
①
器
一
一
江
昌
α
零
写
凶
昌
ぎ
一
。
讐
ω
。
富
p
＝
げ
霞
暮
鼻
切
①
誉
算
茸
α
国
超
ぎ
国
琶
磯
国
ξ
醤
Φ
＆
Φ

α
零
卜
琶
似
呂
霞
写
ぎ
言
包
一
箪
ド
国
二
琶
召
ぎ
N
一
。
一
。
讐
の
。
冨
田
薯
。
讐
聾
9
6
0
。
↑
騒
叩
一
一
℃
自
①
砕
お
＼
鼻
ω
。
ω
一
。

（
2
0
）
　
ピ
ッ
フ
ル
・
前
出
（
注
9
）
、
三
四
頁
に
よ
る
。

（
21
）
　
ピ
ッ
フ
ル
・
同
頁
。

（
2
2
）
　
ち
な
み
に
、
最
も
新
し
い
デ
ー
タ
で
あ
る
輔
九
八
九
年
五
月
の
連
邦
統
計
局
の
資
料
に
よ
る
と
、
全
部
で
一
六
万
二
〇
〇
〇
人
の
外
国
人
労
働

者
の
う
ち
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
八
・
九
万
人
（
五
四
・
八
％
）
、
ト
ル
コ
人
三
・
八
万
人
（
二
三
・
四
％
）
、
西
ド
イ
ッ
人
轍
・
二
万
人
（
七
・

　
五
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ル
コ
人
の
増
加
が
目
立
つ
。

（
2
3
）
　
以
下
の
叙
述
は
、
ピ
ッ
フ
ル
・
前
出
（
注
9
）
、
三
八
ー
四
〇
頁
か
ら
抜
き
書
き
し
た
。

（
2
4
）
　
こ
の
実
態
調
査
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
前
出
（
注
4
）
、
六
六
頁
以
下
で
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
2
5
）
　
ビ
ッ
フ
ル
・
前
出
（
注
9
）
、
三
七
頁
の
表
に
よ
る
。

（
2
6
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
の
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
書
記
官
（
私
信
・
一
九
八
九
年
九
月
二
一
百
）
に
よ
る
と
、
同
国
の
外
国
人
の
総
数
は
、
一
九
八

　
四
年
・
二
六
万
九
〇
〇
〇
人
、
八
五
年
・
二
七
万
二
〇
〇
〇
人
、
八
六
年
・
二
七
万
六
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
の
デ
ー
タ
は
、
ま
だ
な
い

　
と
の
こ
と
。
一
九
八
六
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
総
人
口
は
七
五
五
万
八
O
O
O
人
で
あ
る
か
ら
、
外
国
人
の
比
率
は
三
・
六
五
％
で
あ
る
．

（
27
）
　
一
九
六
三
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
一
二
年
分
の
外
国
人
労
働
者
（
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
そ

　
の
他
の
国
）
の
動
ぎ
に
つ
い
て
は
、
ピ
ヅ
フ
ル
・
前
出
（
注
9
）
四
〇
頁
の
表
参
照
。

（
2
8
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
ト
ル
コ
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
の
家
族
の
社
会
構
造
に
つ
い
て
、
詳
し
い
デ
ー
タ
分
析
は
、

　
報
告
書
・
前
出
（
注
4
）
三
七
頁
以
下
に
あ
る
。
本
文
の
叙
述
は
、
ビ
ッ
フ
ル
の
説
明
と
報
告
書
の
記
述
と
を
総
合
し
て
、
私
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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報
告
書
・
前
出
（
注
4
）
、
四
一
頁
、
四
三
頁
、

報
告
書
・
前
出
（
注
4
）
五
四
頁
。

同
書
五
七
頁
、
殊
に
、
一
一
六
頁
以
下
参
照
。

同
書
六
五
頁
以
下
、
殊
に
、
二
一
六
頁
以
下
．

五
二
頁
、
六
〇
頁
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
　
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
の
動
き

オーストリアにおける外国人労働者の諸問題

一
　
外
国
人
労
働
者
が
、
治
安
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
は
、
公
的
な
統
計
資
料
を
手
が
か
り
に
す
る
方

法
に
頼
る
ほ
か
は
な
い
。
だ
が
、
公
的
統
計
の
項
目
は
、
必
ず
し
も
、
犯
罪
学
研
究
の
必
要
と
す
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
の
に
適
し
て
は

　
（
3
3
）

い
な
い
。
た
だ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
警
察
統
計
は
、
一
九
七
一
年
度
以
降
、
外
国
人
の
犯
罪
に
関
し
て
、
か
な
り
詳
し
い
デ
ー
タ
を
提
供

し
て
い
る
．
そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て
、
罪
種
、
被
疑
者
の
国
籍
別
、
外
国
人
労
働
者
か
否
か
が
分
る
。
た
だ
、
外
国
人
・
外
国
人
労
働

者
に
つ
い
て
、
年
齢
別
の
分
析
は
な
い
．
裁
判
統
計
上
は
、
一
九
七
五
年
度
以
降
、
外
国
人
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
デ
ー
タ
が
出
て

お
り
、
外
国
人
少
年
の
有
罪
者
も
分
る
が
、
国
籍
別
の
分
析
は
な
い
。
矯
正
統
計
に
は
、
一
九
八
二
年
度
以
降
、
内
国
人
・
外
国
人
の
区

別
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
八
五
年
以
降
は
、
性
別
の
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
は
不
明
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

二
　
こ
う
し
た
公
的
な
資
料
に
依
拠
し
て
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
に
つ
い
て
検
討
し
た
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ハ
ナ
ク
ら
の
論
説
が
あ
る
．
私

の
手
元
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
警
察
統
計
が
一
九
七
八
年
か
ら
八
七
年
ま
で
の
一
〇
年
分
し
か
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
ピ
ル

グ
ラ
ム
ら
の
分
析
を
大
幅
に
借
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、
最
近
の
一
〇
年
間
に
つ
い
て
は
、
手
持
ち
の
資
料
を
用
い
て
、
動
向
の
分

析
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
西
ド
イ
ッ
と
異
な
り
、
一
〇
年
間
の
動
き
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
追
跡
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
）

と
い
う
の
は
、
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
西
ド
イ
ッ
の
連
邦
刑
事
警
察
局
は
、
一
九
八
三
年
に
、
「
実
人
員
計
上
主
義
」
に
よ
る
統
計
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デ
ー
タ
の
洗
い
直
し
を
実
施
し
た
た
め
、
一
九
八
四
年
以
前
の
デ
ー
タ
と
そ
れ
以
後
の
デ
ー
タ
の
う
ち
、
被
検
挙
者
人
員
数
の
比
較
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
動
向
に
つ
い
て
も
、
最
近
の
分
に
つ
き
、
一
九
八
四
年
以
降
の
動
き
し
か
見
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
一
〇
年
間
に
は
、
か
な
り
の
社
会
変
動
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
比
較
す
べ
き
デ
ー
タ
が
五

年
分
に
す
ぎ
な
い
か
、
一
〇
年
間
の
推
移
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
．

　
ま
ず
、
ピ
ル
グ
ラ
ム
の
論
文
に
よ
り
、
外
国
人
犯
罪
の
動
き
を
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
七
一
年
と
八
一
年
の
一
〇
年
間
隔
を
置
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

た
時
点
に
つ
き
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
デ
ー
タ
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
と
、
ω
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
人
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
、
ト
ル

コ
人
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
の
人
数
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
被
疑
者
の
粗
数
を
比
較
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
き
、
一
〇
万
人
当
り
の
犯
罪
者
率
を
出
し
て
比
較
を
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
．
働
そ
の
犯
罪
者
率
は
、
全
犯
罪
の
被
検
挙
者
数
を

用
い
て
計
算
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
表
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
．
一
九
七
一
年
－
八
一
年
の
一
〇
年
間
隔
の
比
較
で
み
る
限
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
で
の
外
国
人

犯
罪
は
、
鎮
静
化
し
て
お
り
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
も
動
き
と
し
て
は
落
ち
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
人
が
下
降
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
人
が
や
や
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
者
率
を
比
較
す
る
場
合
、
全
人
口
数
を
用
い
た
比
率
に
よ
る
の
で
は
、
必
ず

し
も
正
確
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
場
合
、
全
人
口
に
五
〇
歳
以
上
の
者
の
占
め
る
比
率
が
高
い
の
に
対
し
て
、
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

国
人
労
働
者
で
は
、
入
国
の
事
情
を
反
映
し
て
、
四
〇
歳
以
下
の
比
率
が
高
い
。
そ
こ
で
、
一
四
歳
以
上
四
〇
歳
未
満
の
人
口
数
を
用
い

て
犯
罪
者
率
を
出
し
、
比
較
す
る
こ
と
で
も
っ
て
、
外
国
人
労
働
者
に
問
題
は
な
い
か
が
検
討
さ
れ
た
。
第
三
表
を
み
て
分
る
よ
う
に
、

此
の
年
齢
層
の
犯
罪
率
を
み
る
限
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
男
子
と
比
較
し
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
者
率
は
低
く
、
殊
に
ト
ル
コ
の
男
子

労
働
者
が
か
な
り
低
い
こ
と
が
分
る
。
ト
ル
コ
人
総
数
の
犯
罪
者
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
ト
ル
コ
人
女
子
労
働
者
の
犯
罪
率
が
高
い

こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
財
産
犯
の
被
検
挙
者
数
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第二表　オーストリア国内の外国人（ユーゴスラヴィア人とトル＝1人）の犯罪者率

　　　　　　　　　　（人口10万人当りの被検挙者率）

事　　　　項 年度 全体のデータ 外国人労働者 その他の者

オーストリア全体
1971 2，600 一 一

1981 2，500

・．

一 一

オーストリア国内の

ユーゴスラヴィア人と
トルコ人の合計

1971 7，500 7，000 11，400
一
　
1
9
8
1 4，400 4，900 3，400

オーストリア国内の

ユーゴスラヴィア人のみ

1971 7，900 7，400 11，500

1981 4，800 4，800 4，700

オーストリア国内のトルコ人のみ
1971 5，300 4，800 10，500

1981 3，600 5，200 1，800

第三表　外国人と内国人の犯罪率（同一年齢層10万人当り）の比較（1981年）

14－40歳の全人員

ユーゴスラヴィア人

　とトルコ人の

外国人労働者合計

ユーゴスラヴィア人

　の外国人労働者

トルコ人の

外国人労働者

全人員 4，800 4，900 4，800 5，200

男　子 8，000 6，700 6，800 6，400

三
　
西
ド
イ
ッ
の
外
国
人
労
働
者
の
最
近
の
動
向
を
分
析

し
た
ト
ラ
ウ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
と
、
外
国
人
の
犯
し
た
犯
罪

の
多
く
が
「
外
国
人
（
登
録
）
法
」
（
卜
琶
ぎ
留
霞
8
琶
な

ど
の
形
式
犯
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
い
た
残
り
の
刑
法
犯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
39）

は
、
余
り
問
題
が
な
い
、
と
い
う
．

　
こ
の
点
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ

の
警
察
統
計
に
は
、
特
別
法
の
う
ち
、
例
え
ば
、
「
麻
薬

（
取
締
）
法
」
（
警
。
馨
讐
津
碧
器
§
、
「
武
器
法
」
（
≦
島
Φ
㌣

σq

馨
邑
、
「
ポ
ル
ノ
（
取
締
）
法
」
（
℃
。
彗
畠
寅
嘗
凝
①
婁
N
）

と
い
っ
た
ご
く
一
部
の
も
の
の
デ
ー
タ
に
限
ら
れ
、
あ
と

は
、
「
裁
判
上
罪
と
な
る
べ
き
行
為
」
（
鴨
浮
睾
喜
跨
鋒
げ
鴛
①

田
＆
一
琶
。
q
巴
と
し
て
一
括
さ
れ
、
「
重
罪
」
（
く
①
き
§
ぎ
・
）

と
「
軽
罪
」
（
く
Φ
韻
魯
霞
）
、
そ
の
認
知
件
数
（
ぎ
ざ
目
凝
①
－

き
匡
窪
Φ
霊
幕
）
と
検
挙
人
員
（
Φ
毒
§
簿
Φ
凝
芝
霞
鍛
魯
一
蓉
）

と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
計
と
合
計
と
が
示
め
さ
れ
て

　
　
　
　
（
4
0
）

い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
特
別
刑
法
の
う
ち
、
殊
に
、
外

国
人
・
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
率
の
高
い
罪
種
を
知
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
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四
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
の
動
向
を
、
一
九
七
八
年
か
ら
八
七
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
つ
き
、
や
や
詳
し
い

検
討
を
加
え
る
に
先
立
っ
て
、
以
下
、
分
析
に
利
用
す
る
資
料
と
そ
こ
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
関
し
て
、
若
干
の
事
実
を
明
ら
か

に
し
て
お
く
。
将
来
、
同
学
の
士
が
、
こ
の
仕
事
を
手
が
か
り
と
し
て
、
一
層
の
充
実
を
は
か
ろ
う
と
す
る
場
合
の
手
引
き
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　
資
料
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
一
九
八
七
年
保
安
報
告
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
の
保
安
に
関
す
る
連
邦
政
府
報
告
（
閃
①
冨
臣
犀
曾
§
－

邑
9
腔
。
ぼ
鼠
醇
①
旨
算
お
o
。
刈
ω
＆
。
算
α
霞
ω
琶
留
零
Φ
。
q
一
①
議
凝
菩
霞
駐
一
9
霞
Φ
警
富
浮
畳
汐
α
§
睡
Φ
喜
）
と
印
刷
さ
れ
た
厚
紙
の
表
紙

の
な
か
に
、
三
点
が
入
っ
て
い
る
。
本
報
告
に
は
、
一
九
八
七
年
の
犯
罪
、
予
防
、
解
明
及
び
刑
事
司
法
（
寄
ぎ
写
毘
藝
這
。。
刈
＜
。
き
①
〒

。q

β
眞
｝
＞
亀
匹
母
巨
㎎
仁
＆
望
蚕
富
魯
匿
冨
罐
①
）
と
い
う
副
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
表
と
図
（
凝
区
一
窪
き
α
Ω
寅
喜
詩
象
）
と
一
九
八
七
年
　
警

察
統
計
（
零
冒
亀
酵
Φ
寄
一
且
召
蓉
”
辞
葵
）
と
い
う
付
録
二
つ
が
つ
い
て
い
る
。
後
者
は
、
連
邦
内
務
省
（
od
導
8
馨
巨
霧
旨
冨
津
二
暮
①
誘
－

団
匡
－
）
の
編
集
に
か
か
る
。
こ
の
う
ち
、
外
国
人
犯
罪
（
宰
§
留
艮
工
鼠
琶
一
鼠
げ
）
と
い
う
項
目
に
、
外
国
人
・
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
に
関

す
る
デ
ー
タ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
中
央
統
計
局
（
曾
§
鼠
。
募
魯
霊
ω
鼠
σ
蓉
蓉
富
ω
N
①
暮
邑
弩
け
）
の
統
計
を

も
用
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
統
計
デ
ー
タ
が
手
元
に
な
い
と
き
は
、
右
の
三
点
の
資
料
を
も
と
に
し
て
、
自
分
で
計
算
し
、
検
証
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
ま
ず
、
注
意
す
べ
き
は
、
「
外
国
人
の
犯
罪
」
で
扱
わ
れ
て
い
る
事
件
が
、
「
重
罪
」
（
＜
霞
酵
Φ
畠
窪
）
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
重
罪
」
は
、
西
ド
イ
ッ
の
「
重
罪
」
よ
り
も
重
い
罪
で
あ
る
．
両
者
を
比
較
し
て
み
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
刑
法

典
第
一
七
条
に
よ
る
と
、
「
重
罪
」
の
定
義
と
し
て
、
第
一
項
重
罪
と
は
、
無
期
自
由
刑
又
は
三
年
以
上
の
自
由
刑
の
定
め
ら
れ
た
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

意
の
行
為
を
い
う
．
第
二
項
　
そ
の
他
の
可
罰
的
行
為
は
、
軽
罪
で
あ
る
、
と
い
う
．
な
お
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
一
九
七
四
年
ま
で
、

そ
の
他
に
、
違
警
罪
（
孚
Φ
母
9
章
騎
雪
）
が
あ
っ
た
。

　
西
ド
イ
ッ
刑
法
典
第
二
一
条
で
は
．
重
罪
は
、
一
年
又
は
一
年
以
上
の
自
由
刑
の
定
め
ら
れ
て
い
る
違
法
行
為
を
い
い
、
軽
罪
と
は
、
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第四表　オーストリアの総人口，外国人労働者の人口，人口比，被疑者に関する比較（1978－1987年）

1978 1979 1980 1981 1982

オーストリア総人口 7，518，300 7，508，400 7，503，300 7，505，200 7，563，400

外国人労働者人口 177，000 170，592 174，713 171，773 155，988

外国人労働者人口比 2．35 2．27 2．33 2．29 2．06

18－40歳オーストリア人人口 2，314，166 2，348，594 2，368，633 2，373，773 2，417，100

被疑者総数 14，451 14，709 14，406 16，549 16，522

18－40歳オーストリア人被疑者数 8，990 8，896 9，076 10，162 10，574

外国人労働者被疑者数 400 386 364 411 465

外国人労働者犯罪者率 226 226 208 239 298

18－40歳オーストリア人犯罪者率 388 357 364 398 405

1983 1984 1985 1986 1987

オーストリア総人口 7，574，100 7，551，800 7，552，500 7，557，700 7，565，603

外国人労働者人口 145，347 138，710 140，206 145，963 147，382

外国人労働者人口比 1．92 1．84 1．86 1．93 1．95

18－40歳オーストリア人人口 2，433，100 2，447，395 2，471，814 2，509，133 2，550，512

被疑者総数 ／ ／ ／ ／ ／

18－40歳オーストリア人被疑者数 9，656 9，844 9，088 8，664 8，179

外国人労働者被疑者数 332 315 273 287 315

外国人労働者犯罪者率 175 227 195 197 214

18－40歳オーストリア人犯罪者率 193 347 368 345 321

そ
れ
よ
り
短
か
い
刑
又
は
罰
金
刑
が
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
、
と
な
っ
て
い

（
4
2
）

る
。

次
に
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
統
計
書
は
、

ど
こ
の
国
で
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

年
度
に
よ
り
、
統
計
デ
ー
タ
の
取
り
方
、

殊
に
、
そ
の
処
理
項
目
に
改
変
が
な
さ
れ
、

そ
の
た
め
に
、
あ
る
程
度
の
長
さ
の
期
間

に
お
け
る
デ
ー
タ
の
比
較
が
出
来
な
い
こ

と
が
し
ば
し
ば
起
り
う
る
の
で
あ
る
．
私

の
手
元
に
あ
る
わ
ず
か
一
〇
年
分
の
資
料

で
も
、
何
項
目
か
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
処

理
に
変
更
が
加
わ
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
を

表
示
し
直
す
に
当
り
、
空
欄
と
せ
ざ
る
を

え
な
い
事
例
が
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
項
目
ご
と
に
、
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
フ
ア
の
総
人
口
、
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7

国
人
労
働
者
の
人
口
、
そ
の
人
口
比
、
外
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国
人
労
働
者
の
被
疑
者
数
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
た
め
、
一
八
ー
四
〇
歳
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
人
口
数
、
そ
れ
ぞ

れ
の
被
疑
者
数
、
一
〇
万
人
当
り
の
犯
罪
者
率
を
み
て
み
ょ
う
（
前
頁
の
第
四
表
参
照
）
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
ぎ
は
、
一
九
八
三
年
度
以
降
、

被
疑
者
総
数
が
示
め
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．

　
こ
の
表
を
み
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
総
人
口
が
こ
の
一
〇
年
、
七
五
〇
万
人
台
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
外
国
人
労
働
者
数
が
一
七

万
人
か
ら
一
四
万
人
へ
（
一
九
八
四
年
に
は
、
一
三
万
人
台
に
な
っ
た
が
）
と
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
そ
の
人
口
比
が
三
・
三
五

か
ら
一
・
九
前
後
に
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
全
体
的
傾
向
を
知
り
う
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
外
国
人
労
働
者
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

人
の
一
〇
万
人
当
り
の
犯
罪
者
率
を
比
較
す
る
の
に
、
全
体
の
人
数
に
ょ
る
の
で
は
な
く
、
一
八
歳
以
上
四
〇
歳
と
い
う
年
齢
グ
ル
ー
プ

の
人
口
で
比
較
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
た
め
、
そ
の
デ
ー
タ
が
あ
が
っ
て
い
る
．
こ
れ
を
み
る
と
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
者
率
の

方
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
よ
り
も
か
な
り
低
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
一
九
八
七
年
は
、
両
者
の
デ
ー
タ
は
接
近
し
て
い
る
が
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
西
ド
イ
ッ
の
統
計
で
は
、
此
の
他
、
児
童
・
少
年
・
青
年
に
分
け
、
若
年
者
に
つ
い
て
、
外
国
人
と
ド
イ
ッ
人
の
比
較
を
し
て
い
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
警
察
統
計
の
デ
ー
タ
に
は
、
そ
の
分
析
・
比
較
を
可
能
に
す
る
細
目
は
な
い
。

　
次
に
、
生
命
・
身
体
に
対
す
る
罪
、
他
人
の
財
産
に
対
す
る
罪
、
風
俗
犯
（
性
的
自
由
に
対
す
る
罪
）
、
こ
の
三
罪
の
合
計
の
項
目
に

つ
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
、
外
国
人
労
働
者
を
除
く
外
国
人
、
外
国
人
労
働
者
の
三
者
に
分
け
て
検
討
し
て
み
た
．
た
だ
、
此
の
項
目
に

つ
い
て
も
、
一
九
八
三
年
以
降
は
、
外
国
人
労
働
者
を
除
く
外
国
人
の
項
目
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
生
命
・
身
体
犯
（
第
五
a
表
）
は
、
総
数
も
少
い
し
（
殊
に
．
重
罪
の
場
合
）
、
少
し
で
も
デ
ー
タ
が
増
減
す
る
と
そ
の
変
動
幅
は
大
き
い
。

そ
れ
で
も
外
国
人
労
働
者
に
、
一
九
八
二
年
以
降
、
か
な
り
の
減
少
傾
向
を
認
め
う
る
。

　
財
産
罪
（
第
五
b
表
）
に
つ
い
て
は
、
（
一
九
八
三
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
デ
ー
タ
の
少
な
い
こ
と
は
別
と
し
て
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
が

一
九
八
二
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
山
状
の
変
化
を
示
す
の
に
対
し
、
外
国
人
労
働
者
は
、
か
な
り
は
っ
ぎ
り
し
た
減
少
傾
向
を
示
す
。
外
国

人
労
働
者
の
場
合
、
一
般
に
は
、
物
質
的
刺
激
に
短
絡
的
に
反
応
し
な
い
の
だ
と
見
る
べ
き
か
。
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　　　　　　　　第五a表生命・身体に対する罪の被疑者の特性別比較

魂＞一一＿讐 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

オーストリア人 300 316 276 251 273 167 287 297 310 167

外国人（外国人

労働者を除く）
21 11 6 12 15 ／ ／ ／ ／ ／

外国人労働者 24 30 22 23 18 16 19 14 12 16

第五b表　他人の財産に対する罪の被疑者の特性別比較

瀟、＼一撃 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

オーストリア人 11，162 11，400 10，287 11，943 12，101 6，046 10，781 10，613 10，274 6，046

外国人（外国人

　労働者を除く）
544 551 573 753 735 ／ ／ ／ ／ ／

外国人労働者 228 235 218 268 278 209 215 186 186 209

第五c表　風俗犯にかかる被疑者の特性別比較

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

オーストリア人 1，040 1，115 890 963 876 472 873 925 948 472

外国人（外国人

　労働者を除く）
35 37 47 43 45 ／ ／ ／ ／ ／

外国人労働者 76 57 60 43 61 37 50 35 47 37

第五d表　上記三罪の合計にかかる被疑者の特性別比較

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

オーストリア人 12，502 12，831 11，453 13，157 13，250 6，685 11，941 11，836 11，532 6，685

外国人（外国人

　労働者を除く）
600 599 626 808 795 ／ ／ ／ ／ ／

外国人労働者 328 322 300 333 357 262 284 235 245 262
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風
俗
犯
（
第
五
c
表
）
の
傾
向
は
、
（
こ
こ
で
も
、
一
九
八
三
年
度
の
デ
ー
タ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
人
に
つ
き
、
異
様
に
少
い
点
を
措
く

と
し
て
）
内
・
外
国
人
と
も
、
似
た
よ
う
な
起
伏
の
カ
ー
ブ
が
示
め
さ
れ
る
．

　
右
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
、
三
罪
の
合
計
デ
ー
タ
（
第
五
d
表
V
に
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
人
が
一
九
八
二
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
山
状
の

動
ぎ
を
示
め
す
の
に
対
し
、
外
国
人
労
働
者
の
場
合
，
全
体
と
し
て
は
．
減
少
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
右
の
三
罪
に
お
い
て
、
外
国
人
の
う
ち
、
殊
に
、
人
口
的
に
多
い
三
グ
ル
ー
プ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
、
西
ド
イ
ッ
人
、
ト
ル
コ
人

の
被
疑
者
数
に
、
何
ら
か
の
特
徴
は
な
い
か
を
検
討
し
て
み
た
．
こ
の
デ
ー
タ
で
は
、
外
国
人
労
働
者
を
含
む
外
国
人
数
の
比
較
を
し
て

い
る
。

　
ま
ず
、
全
重
罪
（
第
六
a
表
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
内
外
国
人
を
併
せ
た
総
数
で
も
、
一
九
八
一
・
八
二
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
山
状
の
動

き
が
あ
る
．
た
だ
、
外
国
人
の
総
数
に
お
い
て
、
一
九
八
一
・
八
二
年
と
八
七
年
に
山
が
あ
り
、
殊
に
、
後
者
の
デ
ー
タ
が
高
い
。
そ
こ

で
注
目
す
べ
ぎ
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
の
動
き
で
あ
る
。

　
生
命
・
身
体
犯
（
第
六
b
表
）
の
重
罪
に
つ
い
て
も
、
似
た
傾
向
に
あ
る
。
財
産
犯
（
第
六
c
表
）
の
動
向
は
、
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
だ
が
、

犯
罪
全
体
数
の
動
き
と
密
接
に
か
か
わ
る
。
こ
こ
で
も
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
の
増
加
の
カ
ー
ブ
が
注
目
を
ひ
く
。

　
風
俗
犯
（
第
六
d
表
）
に
お
い
て
は
、
全
体
と
し
て
、
や
や
減
少
の
様
相
を
認
め
う
る
が
、
外
国
人
総
数
は
、
横
ば
い
と
言
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
奇
妙
な
こ
と
に
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
が
一
～
二
年
交
代
で
、
多
く
な
っ
た
り
少
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る

点
で
あ
る
。

　
こ
の
三
罪
の
う
ち
の
殊
に
「
重
罪
」
の
動
き
を
み
る
場
合
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
が
正
確
に
分
ら

な
い
と
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
実
数
が
余
り
に
も
少
な
い
の
で
、
一
〇
万
人
当
り
の
犯
罪
者
率
を
出
し
て
比
較
す

る
こ
と
は
余
り
意
味
が
な
い
。

　
こ
の
一
〇
年
間
の
動
向
で
み
る
限
り
、
外
国
人
・
外
国
人
労
働
者
の
治
安
に
及
ぽ
す
影
響
は
、
殆
ど
デ
ー
タ
的
に
は
何
の
意
味
も
な
い
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第六a衰　全重罪における被疑者総数，外国人被疑者，ユーゴスラヴィア人，西ドイツ人，トルコ人の比較

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

全刑法ぢ巳 14，451 14，709 14，406 16，549 16，522 15，557 15，326 13，923 13，540 12，454

外国人総数 1，112 1，115 1，104 1，402 1，420 1，224 1，364 1，295 1，296 1，456

ユーゴスラヴィア人 427 387 394 468 427 380 523 422 473 593

西ドイツ人 257 197 217 237 222 211 188 197 185 183

トノレコ人 132 158 156 189 267 203 211 213 203 229

第六b表　生命・身体犯における被疑者総数，外国人被疑者，ユーゴスラヴィァ人，西ドイツ人，トルコ人の比較

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

総　　数 300 316 304 286 306 297 330 298 310 240

外国人総数 45 41 28 35 33 31 43 32 23 33

ユーゴスラヴィア人 19 23 14 12 16 13 19 9 11 9
西ドイツ人 3 2 1 3 2 4 4 4 1 7
トルコ人 4 8 9 11 7 6 11 5 5 ユ0

第六c表　財産犯における被疑者総数，外国人被疑者，ユーゴスラヴィア人，西ドイツ人，トルコ人の比較

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

総　　数 11，162 11，400 11，078 12，964 13，114 12，109 11，800 10，613 10，274 9，506

外国人総数 772 786 791 1，021 1，013 894 1，019 988 1，021 1，122

ユーゴスラヴィア人 318 285 282 370 320 297 443 341 398 511

西ドイツ人 215 158 181 185 197 188 150 168 152 132

トルコ人 46 76 85 97 139 104 114 139 146 147

第六d表　風俗犯における被疑者総数，外国人被疑者，ユーゴスラヴィア人，西ドイツ人，トルコ人の比較

　　　　　　　年度
頁目 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987

総　　数 1，040 1，115 997 1，049 982 914 964 925 948 766

外国入総数 111 94 107 86 106 96 91 68 92 92

ユーゴスラヴィア人 51 30 50 27 33 22 24 24 30 34

西ドイツ人 12 6 10 9 6 7 6 7 10 17

トルコ人 24 32 23 20 37 43 40 17 23 20
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程
の
少
な
さ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
．

（
3
3
）
＞
§
。
霊
眞
声
β
卜
蓋
匡
且
Φ
き
雷
魯
畦
菖
讐
夷
き
画
国
ユ
巨
壼
馨
辞
冒
国
Φ
暮
雷
≦
冒
日
辞
。
層
。
霊
（
》
づ
琴
。
）
り
幹
ω
器
弗
に
、
外

国
人
（
労
働
者
）
の
犯
罪
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
そ
の
他
の
情
報
源
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
公
的
デ
ー
タ
に
加
え
て
、
二
、
三
の
実
証

研
究
の
成
果
を
も
用
い
て
、
一
九
八
三
年
頃
ま
で
の
「
外
国
人
犯
罪
（
同
労
働
者
を
含
む
）
」
の
動
向
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
を
列
挙
す
る
と
、

　
ω
外
国
人
の
犯
罪
率
（
三
五
五
頁
以
下
）
、
＠
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
の
地
域
に
お
け
る
外
国
人
犯
罪
の
状
況
（
三
六
一
頁
以
下
）
、
の
外
国
人
犯
罪
の
構

　
造
（
三
六
三
頁
以
下
）
、
◎
刑
事
裁
判
上
の
処
遇
（
三
六
六
頁
以
下
）
、
㈹
未
決
拘
禁
の
関
係
（
三
六
九
頁
以
下
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
七

　
一
頁
以
下
の
「
労
働
市
場
と
社
会
的
規
律
化
（
の
。
壁
巨
路
旨
巳
①
這
農
）
」
の
叙
述
は
、
ピ
ル
グ
ラ
ム
・
前
出
（
注
1
9
）
の
二
九
頁
以
下
と
ほ
ぽ
同
じ

　
内
容
で
あ
る
。

（
3
4
）
O
Φ
浮
畦
幽
出
導
爵
－
＞
冨
。
霊
凝
蚕
ヨ
ー
≦
。
罵
簑
凝
ω
鼠
罐
ピ
9
①
の
貫
亀
＜
①
篭
。
眞
暮
の
導
》
諾
一
似
区
。
3
－
田
岩
の
魯
琶
島
蚕
臣
毒
旨
琶
o
q

国
毛
。
尋
の
。
巳
。
一
品
響
冨
吋
ω
言
＆
窪
国
霞
閃
Φ
9
駐
導
毛
窪
身
ロ
触
寄
目
営
器
。
N
一
。
一
。
讐
の
。
ぎ
田
臣
。
讐
呂
①
這
o
。
倉
㍉
叩
一
ど
＝
①
津
“
ω
＼
倉
り
ψ
島
第

　
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
法
社
会
学
的
研
究
と
は
．
G
・
ハ
ナ
ク
の
「
日
常
的
犯
罪
と
法
の
適
用
」
（
法
社
会
学
・
犯
罪
社
会
学
研
究
所
研

　
究
報
告
一
九
八
三
年
）
と
W
・
シ
ュ
タ
ソ
グ
ル
等
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
未
決
勾
留
」
（
内
部
資
料
、
一
九
八
四
年
）
を
い
う
。
こ
れ
ら
は
、

》
簿
o
国
眞
声
β
q
暮
①
議
琴
言
起
き
R
＆
Φ
き
巴
ぎ
島
零
富
＞
浮
①
蕾
犀
鼠
津
①
ぼ
σ
警
窪
憲
9
」
O
o
。
癖
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
ま
だ
入

　
手
し
て
い
な
い
。
ハ
ナ
ク
ら
の
論
文
で
は
、
ω
ウ
ィ
ー
ン
地
区
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
外
国
人
の
事
件
、
＠
ウ
ィ
ー
ン
、
リ
ン
ツ
、
イ
ン
ス

　
ブ
ル
ッ
ク
の
三
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
、
外
国
人
に
対
す
る
未
決
拘
禁
と
判
決
の
実
態
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
3
5
）
　
宮
澤
・
前
出
（
注
7
）
、
六
頁
の
ほ
か
、
同
・
青
少
年
非
行
の
動
向
と
刑
事
政
策
的
対
応
ー
ス
イ
ス
と
西
ド
イ
ッ
の
状
況
を
中
心
と
し
て
、

団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
第
三
巻
、
一
九
八
四
年
、
三
〇
六
頁
以
下
、
同
・
犯
罪
統
計
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
、
研
修
四
三
六
号
、

　
一
九
八
四
年
、
二
頁
以
下
な
ど
。

（
3
6
）
冒
。
且
寄
ギ
き
一
詔
ダ
Z
ぎ
目
φ
α
ざ
》
塁
一
ぎ
q
霞
す
ぎ
営
毘
ひ
彗
N
亀
＞
轟
一
蓋
①
α
霞
℃
。
一
冨
臣
畠
曾
寄
冒
ぎ
募
貫
冴
菖
犀
這
o
。
鼻
募
一
。
o。
S

象
茜
き
醇
茸
『
①
置
①
魯
導
℃
の
霞
亀
り
①
9
駐
鷲
貰
富
琴
α
寄
ぎ
ぎ
一
。
鴨
9
国
甘
①
ざ
①
一
ま
男
雷
茜
善
①
凄
り
国
彗
¢
0
9
甘
眞
霞
豊
目
す
O
Φ
言
－

暑
。
・
富
寧
一
〇
〇〇
P
¢
一
〇
一
R
（
一
〇
ω
）
．

（
3
7
）
　
＝
眞
蚕
β
8
．
O
罫
（
＞
昌
募
●
ω
ω
）
u
堕
ω
蜜
や
に
よ
る
。

（
3
8
）
　
一
九
八
一
年
度
の
年
齢
構
成
に
つ
い
て
、
報
告
書
・
前
出
（
注
4
）
、
四
二
、
四
三
頁
参
照
。
本
文
に
関
し
て
、
ピ
ル
グ
ラ
ム
・
前
出
（
注
3
3
）
．

　
三
五
六
頁
。
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（
3
9
）
　
早
窪
葱
戸
。
マ
。
罫
（
ト
ロ
饗
G。
。
y
o
Q
』
0
8
殊
に
、
政
治
的
亡
命
者
（
宏
二
ぎ
蓄
き
＆
に
．
此
の
種
の
形
式
犯
が
多
い
と
い
う
。

（
4
0
）
＜
α
q
一
■
℃
。
一
一
N
Φ
筐
昌
Φ
寄
冒
営
四
一
の
富
冴
怠
犀
一
。
o
。
刈
D
国
鉱
邑
召
一
ぎ
9
α
霞
牢
①
ヨ
α
①
巨
凝
琶
一
。
㎝
匹
g
詳
ω
’

（
4
1
）
凝
目
。
暮
団
。
冨
器
零
出
罐
雪
ω
＆
鼻
o
っ
貫
亀
鴨
ω
9
昌
き
げ
鍔
目
げ
山
聲
註
。
算
貫
9
魯
Z
①
冨
凝
雷
①
訂
Φ
旨
国
弩
爵
。
目
目
①
暮
葬
吟
＞
魯
：

　
一
〇
〇〇
〇
〇
｝
ω
。
胡
h
’

（
4
2
）
穿
魯
Φ
マ
早
3
臼
9
の
霞
鋒
o
q
霧
9
N
ゴ
昌
量
α
乞
①
ぴ
Φ
轟
＄
①
言
①
。
＃
卜
呂
‘
一
〇
〇。
o
。
”
国
弩
一
■
器
ζ
①
ゴ
望
寅
凝
。
の
9
N
げ
q
魯
巨
♂
国
監
暮
①
吋
－

彗
鴨
⇒
」
o
。
。
》
ロ
鉾
這
o。
O
な
ど
参
照
．

（
4
3
）
浮
＆
①
玲
ユ
三
壁
蜀
冒
“
℃
。
一
幕
臣
畠
①
国
ユ
巨
霧
ヲ
鼠
げ
蓉
涛
お
o
。
8
一
る
』
累
島
ひ
号
暮
零
ぎ
弓
暮
く
電
島
。
馨
貫
①
F
凝
芝
霞
舞
。
ゲ
ニ
鷺

三
且
且
似
胃
一
〇
q
。
》
霧
一
ぎ
留
コ
零
ぎ
首
呂
鼠
け
ω
げ
①
奮
σ
茸
鴨
鋸
巨
魯
α
興
留
暮
の
畠
窪
F
三
魯
＆
Φ
暮
ψ
魯
聲
凝
薯
霞
壁
。
馨
蒔
①
F

オーストリアにおける外国人労働者の諸間題

　
　
　
　
　
　
三
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
の
動
き
、
殊
に
、
労
働
市
場
の
変
動
と
外
国
人
労
働
者
政
策
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

一
　
手
元
に
あ
る
論
説
の
う
ち
、
刑
事
訴
追
さ
れ
た
者
、
裁
判
上
の
処
理
を
受
け
た
者
、
矯
正
施
設
内
に
収
容
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
内
・

外
国
人
の
デ
ー
タ
比
較
、
さ
ら
に
は
、
加
害
者
と
被
害
者
が
同
国
人
同
士
か
外
国
人
同
士
か
、
内
・
外
国
人
が
加
・
被
害
者
に
分
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
45
）

る
か
で
、
処
理
の
状
況
に
差
異
は
あ
る
か
に
つ
き
、
検
察
統
計
、
司
法
統
計
、
矯
正
統
計
、
そ
し
て
、
公
的
犯
罪
処
理
機
関
の
選
択
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
46
）

に
お
け
る
レ
ッ
テ
ル
作
用
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
成
果
を
駆
使
し
た
興
味
あ
る
事
実
を
指
摘
し
た
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
47
）

と
に
、
私
の
手
元
に
は
、
そ
れ
ら
の
元
に
な
る
各
種
デ
ー
タ
は
殆
ん
ど
な
く
、
実
証
研
究
の
報
告
書
も
入
手
し
え
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
論
著
か
ら
、
若
干
の
事
実
を
抜
ぎ
書
き
し
て
紹
介
し
て
も
、
二
次
的
資
料
ど
こ
ろ
か
三
次
的
資
料
の
利
用
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
、
今
後
の
準
備
と
材
料
の
蓄
積
を
し
た
う
え
で
の
宿
題
と
い
う
こ
と
で
留
保
し
た
い
と
思
う
。

　
た
だ
、
一
つ
の
興
味
あ
る
仮
説
の
紹
介
だ
け
で
も
し
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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ニ
　
ウ
ィ
ー
ン
の
法
社
会
学
・
犯
罪
社
会
学
研
究
所
（
そ
の
前
身
は
、
ル
ー
ト
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
ボ
ル
ツ
マ
ソ
・
犯
罪
社
会
学
研
究
所
で
あ

（
4
8
）る
）
の
ア
ル
ノ
・
ピ
ル
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
市
場
政
策
が
外
国
人
犯
罪
に
対
す
る
世
論
の
動
向
に
微
妙
な
影
響
を
及
ぽ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
49
）

外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
を
対
象
と
す
る
犯
罪
学
研
究
に
陰
を
落
と
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
ピ
ル
グ
ラ
ム
は
、
外
国
人

労
働
者
の
犯
罪
及
び
外
国
人
労
働
者
の
第
二
世
代
（
青
少
年
）
の
非
行
の
原
因
を
論
じ
た
ド
イ
ッ
語
圏
犯
罪
学
の
仮
説
の
動
向
に
つ
い
て

検
討
し
た
後
、
一
九
六
〇
年
か
ら
八
二
年
に
至
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
的
変
化
を
労
働
市
場
と
社
会
の
規
律
に
対
す
る
考
え
方
の
動
き

に
つ
い
て
考
察
し
、
一
九
七
三
・
七
四
年
に
生
じ
た
景
気
の
転
換
の
前
後
に
見
ら
れ
る
刑
事
政
策
の
大
ぎ
な
転
回
を
分
析
し
た
う
え
で
、

そ
れ
ら
の
動
き
が
ど
の
よ
う
な
形
で
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
事
司
法
の
戦
術
に
反
映
し
て
い
る
か
に
論
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
犯
罪
学
関
係
の
文
献
で
外
国
人
の
犯
罪
を
対
象
と
す
る
論
著
は
、
ピ
ル
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
の
半
ば
に
、
に
わ
か
に
活

発
化
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
第
二
次
大
戦
中
に
、
ナ
チ
ス
の
人
種
理
論
に
追
従
し
た
「
犯
罪
生
物
学
」
の
著
作
の
な
か
に
、
民
族

的
・
人
種
的
偏
見
を
あ
か
ら
さ
ま
に
叙
述
し
た
も
の
が
多
く
、
第
二
次
大
戦
後
は
、
外
国
人
犯
罪
に
言
及
す
る
こ
と
が
一
種
の
タ
ブ
ー
視

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
外
国
人
労
働
力
を
国
策
と
し
て
導
入
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
次
第
に
そ
の
数
が
増
え
、
六
〇
年
代
半
ば
に
は
、
西
ド
イ
ッ
の
被
雇
傭
者
の
五
％
が
、
外
国
人
労
働
者
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
る
に
至
り
、
市
民
生
活
の
な
か
で
も
か
な
り
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
，
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

○
年
代
に
な
っ
て
、
こ
の
比
率
に
近
づ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
外
国
人
の
労
働
力
を
単
に
経
済
の
機
構
に
ど
う
と
り
込
む
か
と

い
う
こ
と
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大
量
の
「
住
民
」
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
す
ま
な

く
な
り
、
こ
れ
ら
の
「
異
質
な
分
子
」
を
労
働
の
場
を
提
供
す
る
国
の
社
会
生
活
に
い
か
に
組
み
込
む
べ
き
か
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
、

政
策
の
転
換
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
当
初
は
、
労
働
市
場
で
内
国
人
の
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
救
い
手
と
考
え
、
も
っ
ば
ら

経
済
成
長
を
支
え
る
者
と
み
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
．
次
第
に
、
社
会
間
題
の
も
た
ら
す
費
用
を
も
考
慮
せ
ね
ぽ
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

外
国
人
労
働
者
も
、
事
故
に
遭
い
、
病
気
に
か
か
り
、
逸
脱
や
犯
罪
と
無
関
係
で
あ
る
わ
け
は
な
い
。
保
険
や
生
活
保
護
な
ど
、
結
構
、
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国
公
費
の
支
出
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
．
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
へ
と
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

込
も
う
と
い
う
対
応
が
試
み
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
当
時
、
景
気
が
持
続
し
、
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

三
　
犯
罪
学
者
は
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
原
因
を
説
明
す
る
の
に
、
ア
メ
リ
カ
犯
罪
学
の
仮
説
の
一
つ
で
あ
る
「
文
化
葛
藤
」
を
用
い
、

こ
れ
ら
の
労
働
者
が
そ
の
故
国
で
身
に
つ
け
た
価
値
観
と
流
入
国
の
社
会
の
価
値
観
と
の
衝
突
が
そ
れ
ら
の
者
の
犯
罪
の
原
因
で
あ
る
、

と
し
た
。
市
民
の
間
の
偏
見
に
よ
っ
て
、
外
国
人
、
殊
に
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
は
多
い
と
漢
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
実

際
に
逮
捕
さ
れ
た
者
の
比
率
を
出
し
て
み
る
と
、
外
国
人
労
働
者
自
身
の
犯
罪
者
率
は
、
内
国
人
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
と
い
う
実
証
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
53
）

究
の
成
果
が
次
々
と
公
刊
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
が
、
批
判
さ
れ
た
「
実
証
研

究
」
、
つ
ま
り
警
察
統
計
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
「
外
国
人
（
労
働
者
）
の
犯
罪
」
が
ド
イ
ッ
人
の
犯
罪
よ
り
も
率
に
お
い
て
多
い
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

結
論
に
は
、
か
な
り
粗
雑
な
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
外
国
人
の
人
口
の
特
色
は
、
女
性
、
高
齢
者
、
上
流
階
層
の
者
が
少
い
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
犯
罪
率
を
下
げ
て
い
る
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
外
国
人
（
労
働
者
）
の
犯
罪
者
率

が
内
国
人
の
そ
れ
と
比
べ
て
本
当
に
高
い
か
否
か
を
比
較
す
る
に
は
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
四
〇
歳
未
満
の
年
齢
層
の
者
の
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
55
）

比
を
用
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
文
化
葛
藤
の
仮
説
を
支
持
す
る
論
者
の
な
か
に
、
こ
の
よ
う
な
プ
リ
、
・
・
テ
ィ
ブ
な
間
違
え

を
正
さ
ず
に
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
が
多
い
と
い
う
「
事
実
」
を
説
明
す
る
の
に
、
「
価
値
観
“
文
化
観
」
の
相
違
を
強
調
す
る
こ
と

は
、
理
論
的
に
砂
上
の
楼
閣
を
築
く
も
の
と
評
せ
ら
れ
る
。
議
論
の
展
開
は
、
又
、
犯
罪
学
理
論
の
う
ち
に
新
し
い
動
き
が
出
て
き
た
こ

と
と
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
犯
罪
学
の
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、
「
福
祉
社
会
に
お
け
る
犯
罪
」
で
あ
っ

た
た
め
に
、
外
国
人
労
働
者
の
犯
罪
、
殊
に
、
そ
の
子
供
た
ち
の
犯
罪
を
右
の
考
え
方
の
枠
組
で
捉
え
よ
う
と
す
る
動
ぎ
が
併
行
し
て
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

じ
、
後
に
は
、
そ
れ
が
形
を
か
え
て
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。
社
会
が
繁
栄
し
、
そ
の
構
成
員
の
社
会
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
恵
ま
れ
な

い
階
層
の
者
に
も
福
祉
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
と
裏
腹
に
、
犯
罪
が
増
え
る
の
は
何
故
な
の
か
、
と
い
う
テ
ー

マ
で
あ
る
。
福
祉
社
会
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
に
取
り
残
さ
れ
る
者
は
出
て
く
る
．
一
般
市
民
に
与
え
ら
れ
る
恩
恵
に
浴
さ
な
い
者
の
欲
求
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不
満
が
大
き
く
な
り
、
逸
脱
へ
と
走
る
。

　
こ
の
考
え
方
を
受
け
て
、
「
文
化
葛
藤
と
犯
罪
」
と
い
う
仮
説
に
代
っ
て
、
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
は
、
「
社
会
的
欠
陥
状
態
と
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

会
的
に
不
利
な
地
位
」
の
故
に
、
犯
罪
や
非
行
に
走
る
と
す
る
仮
説
が
支
持
を
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ
問
題
は
、
青
少
年
非
行

を
考
え
る
場
合
に
、
親
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
間
に
身
に
つ
け
た
価
値
観
と
青
少
年
た
ち
が
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
る
間
に
接
触
す
る
、

親
が
働
く
場
所
を
求
め
て
移
住
し
て
き
た
「
外
国
」
の
価
値
観
と
が
ぶ
つ
か
り
、
青
少
年
の
内
心
で
規
範
意
識
の
葛
藤
が
起
き
る
と
い
う

事
実
を
全
く
否
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
で
あ
る
．
二
つ
の
対
立
す
る
考
え
方
が
、
充
分
に
根
づ
か
な
い
状
態
、

い
わ
ゆ
る
規
範
の
内
面
化
が
定
着
し
て
い
な
い
、
社
会
的
に
未
成
熟
な
青
少
年
の
非
行
に
つ
い
て
は
、
単
に
、
経
済
的
に
不
利
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

す
る
角
度
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
西
ド
イ
ッ
と
同
様
、
或
い
は
そ
れ
以
上
に
、
外
国
人
労
働
者

の
第
二
世
代
を
め
ぐ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
の
現
状
は
、
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
．
学
校
生
活
に
お
い
て
、
言
葉
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
が
あ
る

た
め
、
成
績
の
点
で
上
級
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
大
学
進
学
の
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
実
業
学
校
な
ど
に
進
む
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

工
業
や
商
業
な
ど
の
知
識
を
得
て
卒
業
し
て
も
、
就
職
口
は
な
い
．
従
っ
て
、
失
業
の
身
を
か
こ
つ
こ
と
に
な
る
。
就
職
が
で
き
て
も
、

そ
れ
は
不
安
定
な
職
場
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
肉
体
労
働
で
あ
り
、
父
親
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
低
賃
金
で
、
汚
な
く
、
不
健
康
な
職
場

で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
仲
間
の
少
年
た
ち
と
の
つ
き
合
い
で
、
中
流
階
層
の
生
活
を
知
っ
た
若
い
世
代
の
者
に
と
っ
て
、
親
達
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

同
じ
よ
う
な
苦
労
に
耐
え
る
精
神
の
強
靭
さ
は
な
い
。
居
住
環
境
も
良
く
な
い
。
こ
と
に
、
ト
ル
コ
人
に
対
す
る
偏
見
か
ら
、
部
屋
を
貸

し
た
が
ら
な
い
。
子
供
が
多
い
こ
と
、
一
度
、
貸
す
と
友
人
や
知
人
に
又
貸
し
し
た
り
、
共
同
住
宅
の
よ
う
に
他
の
家
族
の
者
も
無
断
で

同
居
す
る
．
食
習
慣
の
違
い
か
ら
、
臭
気
の
強
い
料
理
を
造
る
た
め
、
近
所
か
ら
文
句
が
出
る
な
ど
、
争
い
が
絶
え
な
い
。
借
り
手
の
な

い
よ
う
な
古
い
家
や
ス
ラ
ム
化
し
た
下
層
階
層
の
住
宅
街
の
一
隅
に
、
ト
ル
コ
人
た
ち
が
身
を
寄
せ
合
っ
て
住
む
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ

る
．
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
は
、
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
少
し
は
ま
し
で
あ
る
が
、
ひ
と
口
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
国
籍
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
）

ボ
ス
ニ
ア
や
セ
ル
ビ
ア
の
出
身
者
に
は
、
ト
ル
コ
人
の
血
が
ま
じ
っ
て
い
る
た
め
に
、
外
見
的
に
は
区
別
が
つ
き
に
く
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
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ア
人
の
目
か
ら
み
る
と
、
や
は
り
差
別
視
を
し
て
し
ま
う
．
劣
悪
な
居
住
環
境
に
住
む
こ
れ
ら
の
青
少
年
が
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
ず
、

失
業
の
身
で
巷
を
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
な
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　
そ
れ
で
も
、
一
九
七
三
年
ま
で
は
、
景
気
が
よ
か
っ
た
か
ら
、
労
働
市
場
も
好
景
気
を
反
映
し
て
活
気
が
あ
り
、
働
き
手
に
と
っ
て
売

り
手
市
場
で
あ
っ
た
。
社
会
の
一
般
的
風
潮
と
し
て
、
社
会
統
制
の
し
め
つ
け
は
ゆ
る
く
、
刑
事
立
法
に
は
、
非
犯
罪
化
の
思
想
が
反
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

し
、
刑
事
可
法
政
策
に
は
、
自
由
化
、
寛
容
化
が
見
ら
れ
た
。
軽
微
犯
罪
の
簡
易
処
理
、
社
会
内
処
遇
の
多
用
化
が
一
九
六
〇
年
か
ら
七

四
年
ま
で
の
一
般
的
傾
向
で
あ
っ
た
。
事
実
、
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
刑
法
改
正
は
、
一
九
七
四
年
に
国
会
を
通
過
し
た
刑
法
典
の
公
布
・

施
行
に
よ
り
、
終
了
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
社
会
の
経
済
・
政
治
情
勢
は
、
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
一
転
し
て
不
景
気
と
な
り
、
生
産

は
停
滞
し
、
企
業
の
倒
産
が
相
い
次
ぎ
、
失
業
者
は
増
大
し
た
。
政
府
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
失
業
率
を
抑
え
る
た
め
に
、
労
働
市
場

政
策
を
転
換
し
、
外
国
人
労
働
者
の
新
規
採
用
を
禁
じ
、
労
働
の
た
め
の
入
国
を
厳
し
く
制
限
す
る
政
策
を
と
っ
た
。
失
業
し
た
外
国
人

労
働
者
に
対
し
て
、
失
業
手
当
を
充
分
に
支
払
う
制
度
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
帰
国
を
奨
励
す
る
政
策
を
う
ち
出
し
た
。
こ

う
し
た
政
治
・
経
済
情
勢
の
急
変
が
．
刑
事
政
策
に
も
反
映
し
、
そ
れ
ま
で
大
目
に
み
て
い
た
逸
脱
行
動
や
違
反
行
為
に
対
し
て
、
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

の
規
律
を
強
化
し
、
社
会
統
制
を
厳
格
化
す
る
風
潮
が
強
く
な
っ
て
ゆ
く
．
非
犯
罪
化
の
方
向
が
逆
転
し
て
新
し
い
犯
罪
類
型
を
導
入
す

る
「
新
犯
罪
化
」
の
傾
向
が
刑
事
立
法
に
現
わ
れ
、
刑
事
司
法
の
運
用
も
、
違
反
に
対
し
て
厳
正
に
の
ぞ
む
と
い
う
姿
勢
が
う
ち
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
生
活
の
実
態
が
、
不
況
を
反
映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
政
治
・
社
会
生
活
が
労
働
市
場
政

策
の
し
め
つ
け
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
閉
鎖
の
姿
勢
に
呼
応
し
て
、
外
国
人
の
違
法
行
為
に
対
し
て
大
目
に
み
る
態
度
か
ら
、
そ
れ

を
告
訴
・
告
発
す
る
風
潮
へ
と
変
っ
た
．
親
の
失
業
、
自
分
自
身
の
無
為
徒
食
な
ど
が
圧
力
に
な
っ
て
、
青
少
年
の
万
引
、
軽
微
な
窃
盗

が
多
発
し
、
犯
人
が
外
国
人
労
働
者
の
子
供
で
あ
る
と
き
は
、
頭
髪
の
色
や
眼
の
色
が
目
立
つ
ほ
ど
に
異
な
る
た
め
、
発
覚
の
度
合
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

高
く
、
ま
た
、
警
察
に
つ
ぎ
出
す
こ
と
に
遠
慮
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
被
害
者
や
周
囲
の
大
衆
の
態
度
の
変
化
が
、
外
国
人
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（
6
5
）

労
働
者
や
そ
の
家
族
、
殊
に
青
少
年
の
犯
す
財
産
犯
の
検
挙
人
員
に
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
、
と
ピ
ル
グ
ラ
ム
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
人
身
に
対
す
る
罪
に
余
り
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
加
害
者
と
被
害
者
が
と
も
に
外
国
人
労
働
者
や
そ
の
関
係
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

で
あ
る
場
合
が
多
い
た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
刑
事
司
法
関
係
者
の
関
心
が
低
い
の
で
あ
る
、
と
も
言
わ
れ
る
．
此
の
事
情
は
、
西
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

イ
ツ
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
警
察
統
計
に
現
わ
れ
た
刑
法
犯
の
動
き
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
事
件
に
か
か
わ
る
背
景
事
情
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
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四
　
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
子
供
た
ち
の
犯
罪
や
非
行
は
、
市
場
に
お
け
る
力
関
係
、
経
済
と
社
会
の
発
展
過

程
に
お
け
る
変
化
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
い
わ
ば
、
労
働
市
場
の
“
犠
牲
者
”
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
し
わ
寄
せ
が
ゆ
く
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
基
本
構
造
に
と
っ
て
危
険
な
し
に
問
題
解
決
を
は
か
れ
る
し
、
社
会

の
同
意
、
政
治
情
勢
に
比
較
的
わ
ず
か
な
影
響
を
残
す
こ
と
で
、
現
状
を
糊
塗
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
ゆ
く
と
、
外
国

人
労
働
者
の
犯
罪
を
ば
、
雇
傭
の
危
機
段
階
に
現
わ
れ
た
問
題
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
ぎ
め
つ
け
る
の
は
間
違
え
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人

々
が
、
社
会
的
に
み
て
極
め
て
費
用
効
率
よ
く
危
機
の
克
服
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
外
国
人
の
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

働
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
に
お
け
る
社
会
的
葛
藤
や
犯
罪
を
む
し
ろ
減
ら
す
の
に
役
立
っ
て
き
た
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い

う
指
摘
は
、
大
変
示
唆
に
と
む
と
思
わ
れ
る
。

　
（
4
4
）
＞
暮
。
b
国
暮
N
Φ
器
。
巨
品
Φ
ぴ
＞
お
Φ
ま
匡
の
。
騰
周
§
島
霞
幹
器
け
雪
自
畠
民
巳
ε
お
β
」
づ
”
言
鼠
①
旨
①
ぎ
づ
ぎ
の
貫
珠
＜
。
一
巨
幹
。
p
。
霊
（
＞
鄭
容

　
　
一
ω
）
や
¢
鴇
に
よ
る
と
、
一
九
八
三
年
・
五
八
三
人
、
八
四
年
・
五
九
三
人
、
八
五
年
・
六
七
八
人
、
八
六
年
（
九
月
一
日
）
・
五
八
四
人
の
外
国
人

　
　
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
刑
務
所
で
服
役
を
し
て
い
る
。
そ
の
大
多
数
が
回
教
徒
で
あ
り
、
食
習
慣
、
宗
教
、
そ
し
て
言
語
上
の
障
害
に
よ
り
、
矯
正
職

　
　
員
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
の
デ
ー
タ
の
な
か
に
、
外
国
人
労
働
者
が
何
人
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

　
（
4
5
）
　
此
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
出
（
注
3
3
と
3
4
）
の
論
稿
が
興
味
深
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
比
べ
て
、
罪
種
が
比
較
的
軽
く
て
も
、
未
決
拘
禁
に

　
　
付
せ
ら
れ
、
そ
の
期
間
は
長
く
、
有
罪
判
決
を
う
る
例
は
多
い
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
比
べ
て
、
刑
罰
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
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ウ
ィ
ー
ソ
の
裁
判
所
よ
り
も
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
地
裁
の
方
が
、
外
国
人
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
処
理
を
し
て
い
る
、
と
い
う
。

（
4
6
）
　
ピ
ル
グ
ラ
ム
・
前
出
（
注
3
3
）
、
三
六
九
頁
以
下
に
よ
る
と
、
加
害
者
も
被
害
者
も
外
国
人
の
場
合
、
無
罪
・
手
続
の
打
切
り
は
五
九
％
と
最
も

高
い
。
そ
れ
は
．
犯
罪
が
軽
い
、
訴
追
に
つ
い
て
公
の
関
心
が
低
い
、
と
い
っ
た
理
由
で
あ
る
。
次
に
は
、
加
害
者
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
、
被
害
者
外

　国

人
で
、
五
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
7
）
　
法
社
会
学
・
犯
罪
社
会
学
研
究
所
、
高
等
研
究
所
な
ど
に
、
外
国
人
労
働
者
に
関
連
す
る
研
究
報
告
が
あ
る
。

（
4
8
）
　
こ
の
研
究
所
の
活
動
と
そ
の
業
績
に
つ
い
て
、
宮
澤
浩
一
・
刑
事
政
策
の
動
き
、
一
九
八
一
年
、
八
八
頁
参
照
。

（
4
9
）
》
空
蒔
蚕
β
β
。
罫
（
》
⇒
目
●
一
。
）
あ
●
一
①
鉾
8
貸
q
①
り
F
。
マ
。
霊
（
ト
ロ
饗
ω
ω
）
あ
■
ω
目
唐

（
5
0
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
の
人
口
の
変
化
、
そ
の
出
身
地
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
で
の
分
布
な
ど
に
つ
ぎ
、

詳
し
く
は
、
閑
鋒
器
り
劇
窪
ま
。
ぎ
U
①
ヨ
。
α
q
り
g
9
誓
ざ
巨
傷
ω
＆
巴
Φ
ω
茸
爵
9
冠
山
霞
廿
碧
畳
三
の
畠
雪
琶
α
葺
鱒
ぎ
げ
9
≦
。
ぎ
ぎ
＆
蜀
零
琶
騎

甘
9
富
旨
a
昌
」
冥
串
≦
ぎ
目
鐸
8
』
霊
（
》
昌
琴
O
）
一
幹
一
〇
。
一
節
こ
の
説
明
は
、
報
告
書
・
前
出
（
注
4
）
と
か
な
り
重
複
し
て
い
る
。

（
5
1
）
騨
導
窪
三
目
馨
さ
≦
。
ぎ
＜
①
吋
華
琶
馨
傷
Φ
；
琶
ぎ
α
陣
§
Φ
昌
≧
匿
§
冒
α
¢
§
り
Φ
喜
」
昌
”
鍔
ま
目
馨
ン
。
マ
葺
（
ぎ
琴
。
）
’
幹

　
N
oo
一
ゆ

（
5
2
）
　
ソ
ー
ス
テ
ン
・
セ
リ
ン
・
小
川
太
郎
・
佐
藤
勲
平
訳
・
文
化
葛
藤
と
犯
罪
．
吋
九
七
三
年
参
照
。

（
5
3
）
　
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
ぎ
、
罫
円
蚕
巳
器
戸
9
①
囚
二
巨
召
馨
彗
傷
。
吋
脳
暮
。
q
窪
＞
邑
似
＆
霞
轟
9
q
霞
り
。
冒
Φ
ま
9
曾
国
二
猛
壁
蓉
蝕
の
菖
ぎ

竃
零
耳
囚
二
目
目
D
『
聖
這
o。
o
。
）
oQ
■
き
栖
の
ほ
か
、
Ω
雪
爵
霞
国
巴
。・
9
国
ユ
巨
β
。
一
。
讐
⑦
．
堕
＞
島
こ
這
o
。
ρ
堕
ω
轟
①
鉾
ω
総
律
“
ω
8
唐
参
照
。

（
54
）
　
そ
の
状
況
を
批
判
す
る
も
の
の
な
か
で
、
殊
に
、
瀬
旨
富
疑
く
旨
窮
。
ヨ
O
器
ひ
鱒
昌
Φ
ぎ
詩
二
鼠
⇒
呂
鼠
“
ご
”
国
鋒
器
7
国
①
彗
零
－
留
畠
－
留
ぎ
－

一
岸
。
器
（
国
琶
叩
）
り
困
¢
営
霧
国
周
ぎ
ぼ
。
一
。
駐
・
魯
①
ω
ミ
α
詳
①
き
β
3
ド
》
島
‘
一
。
・
。
9
ψ
一
鴇
卑
旧
ω
。
＜
目
目
。
ヨ
国
鉱
邑
轟
一
詳
群
山
①
り
甘
β
の
①
づ

ト
垢
鼠
注
零
”
＞
症
目
＆
琶
島
望
崔
蓉
ξ
傷
⑦
ψ
”
ぴ
嶺
⑩
帥
畠
①
＆
①
⇒
く
Φ
浮
亀
6
①
器
自
区
騎
霧
①
一
一
零
富
騰
岳
魯
Φ
即
①
帥
蓉
凶
o
ダ
ぎ
”
国
は
巨
ぎ
一
。
o
q
一
①
－

評
饗
匡
暮
ユ
守
望
寅
守
8
げ
¢
男
窃
審
。
訂
聾
｛
母
頃
①
ぎ
N
ピ
①
富
冨
自
目
器
口
Φ
目
萎
Ω
①
言
旨
。。
蜜
α
q
」
O
o
。
ρ
の
る
器
第
を
参
照
。

（
5
5
）
　
男
ω
貰
彗
F
国
包
言
詩
9
岳
蓉
β
包
囚
ユ
巨
壁
嵩
ぴ
彗
り
お
お
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
5
6
）
　
こ
の
点
に
つ
き
，
｝
§
。
思
蒔
冨
β
≦
。
巨
砿
貫
鼠
。
D
ざ
冒
ぎ
昌
鼠
⇔
」
疑
国
鉱
の
霞
9
鎮
堕
困
①
汐
窃
国
匡
窮
冒
。
一
夷
響
ざ
ω
ミ
α
詳
①
誉
琴
ダ
多

。
罫
（
》
β
舅
●
9
）
矯
の
●
器
○
や
参
照
。
そ
の
代
表
的
な
論
稿
と
し
て
、
閃
。
宣
且
O
蜜
穿
①
茜
9
9
Φ
国
二
窮
冒
巴
詳
鋒
α
＄
≦
。
巨
9
き
山
串
凶
二
鼠
－

鋸
ヲ
菖
犀
§
臼
撃
一
8
ω
｝
oQ
」
O
ω
第
“
冒
暫
図
O
注
昌
暮
｝
内
匡
邑
鍔
一
凶
鼠
け
U
琶
α
q
霞
冒
①
拐
魯
①
づ
ぎ
毛
。
霞
♂
ぼ
富
ω
蜜
異
冒
零
日
凶
吋
ぎ
“
①
」
α
q
‘

這
8
｝
ω
。
一
轟
“
甲
一
①
母
一
9
の
。
犀
”
験
ひ
①
言
9
Φ
『
罐
①
⇒
爵
二
旨
一
鍔
一
詳
客
ぎ
q
霞
営
身
の
鼠
＆
①
”
≦
。
巨
ψ
蜜
呂
磧
①
。。
Φ
一
ヲ
畠
亀
ρ
竃
零
年
区
『
ぎ
■
“
o。
．

　
『
空
お
O
μ
ψ
q
G
。
崩
，
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（
5
7
）
廿
①
§
－
＞
一
Φ
墓
≧
げ
§
算
占
葺
駐
導
鷲
①
帥
晦
①
き
9
①
閃
ユ
巨
琶
巨
霞
毒
騎
」
§
の
電
＞
琶
跨
母
．
瀬
暁
琶
伍
①
§
山
ゆ
＄
霊
9
8
の
。
国
謹
霞

国
8
ヰ
o
一
一
ぎ
9
導
N
①
F
這
刈
曾
≧
酵
①
。
騨
－
需
①
5
①
き
．
．
国
巨
言
詩
。
誌
凶
蓉
、
、
＆
零
。
陰
o
N
巨
①
竃
き
鴨
一
宣
α
q
匙
＞
臣
鋒
N
①
N
ξ
甲
匹
跨
暮
頓
q
零
国
二
巨
－

壁
辟
警
害
。
一
器
e
§
鮫
α
霞
窪
。
鼠
呂
ぎ
げ
S
≦
。
ぎ
冨
＆
鱒
零
§
鮫
ぼ
山
霞
ω
q
区
＄
冨
冨
げ
一
軒
評
≦
田
蹄
轟
－
お
お
一
ω
」
8
中
そ
の
議
論

を
修
正
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
展
開
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
＝
。
議
け
ω
昌
臼
霞
あ
胃
一
轟
。
歪
言
．
》
霧
観
且
Φ
詩
ユ
巨
召
專
翠
9
鶏
魯
雪
ゆ
q
目
融
長

琶
α
国
暮
且
。
固
§
o
q
●
2
警
N
一
◎
o
。
ω
u
ω
。
認
O
諏
も
冒
。
富
①
一
≦
魯
一
ひ
Φ
ぴ
寄
ぎ
ぎ
巴
帥
鼠
“
」
彗
頓
零
＞
萄
一
ぎ
q
①
7
男
o
駐
魯
暮
鴨
9
導
山
導
自
。
浮
ロ
Φ

　
明
蚕
o
q
Φ
ノ
切
O
名
頃
一
逡
。
』
．
幹
一
〇
〇
。
8
¢
8
㊥
が
あ
る
。

（
5
8
）
　
こ
の
点
に
つ
き
、
詳
し
く
は
、
O
霞
。
田
の
魯
貫
凄
冨
騨
Φ
α
Φ
周
切
§
ど
ビ
轟
馨
。
ま
涛
α
。
周
Ω
器
鼠
浮
畳
霞
民
呂
霞
営
α
9
9
邑
葺
旦
昌

≦
ぎ
目
婁
8
』
罫
（
＞
ロ
幹
O
）
”
の
』
ミ
や
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
報
告
書
・
前
出
（
注
4
）
、
五
七
頁
以
下
、
一
一
六
頁
以
下
参
照
。

（
59
）
　
こ
の
点
に
つ
き
、
殊
に
、
閃
斜
ぎ
霞
切
窪
9
。
ぎ
9
Φ
N
≦
。
ぎ
Q
雪
零
豊
昌
魯
ヨ
＞
暑
卑
弩
”
詩
0
」
巨
閏
、
≦
ぎ
目
聾
8
』
客
。
（
＞
⇒
琴
O
）
い
堕

ω
お
第
並
び
に
報
告
書
・
前
出
（
注
4
）
、
一
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
6
0
）
　
頃
即
暮
①
の
≦
ぎ
目
睾
8
』
罫
（
＞
づ
目
●
㎝
一
）
｝
oo
』
o
。
轟
律
に
、
住
居
の
大
き
さ
、
住
居
費
、
転
居
の
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
報

告
書
・
前
出
（
注
4
）
、
九
五
頁
以
下
も
参
照
。

（
6
1
）
　
こ
の
点
に
つ
き
、
閃
騨
ぎ
霞
切
き
ま
。
ぎ
8
』
罫
（
＞
⇒
幹
8
y
¢
お
N
●

（
6
2
）
　
こ
の
点
に
つ
き
、
｝
3
。
霊
凝
蚕
窮
－
国
a
目
ω
鼠
器
詳
》
拐
暮
器
暑
⑦
営
Φ
周
b
＆
試
零
亨
爵
。
8
邑
の
魯
雪
》
ロ
巴
釜
Φ
山
霞
幹
審
守
Φ
昌
駐
冨
暁
。
吋
目

言
α
§
墓
喜
。
寄
薮
巨
。
管
。
蚕
『
。
仁
貰
暫
一
。
刈
し
㎎
‘
§
9
の
』
①
駕
●
一
≦
。
凝
き
駁
望
導
鮫
一
い
9
①
器
き
o
の
§
蜜
鴨
。
一
6
．
の
ぎ
暁
§
ぎ
－

冨
馬
8
目
言
0
9
霞
邑
呂
お
q
や
一
S
9
這
o。
㎝
参
照
。

（
6
3
）
　
＞
。
霊
蒔
蚕
β
8
。
鼻
●
（
＞
ロ
ヲ
一
〇
）
｝
ω
●
器
廿
号
声
8
』
凶
ひ
。
（
＞
ロ
目
』
ω
）
あ
．
零
舞
参
照
。

（
6
4
）
　
こ
の
問
題
に
つ
き
、
注
目
す
べ
ぎ
論
稿
と
し
て
、
寓
貰
ひ
営
屋
臣
葺
9
玲
二
目
三
霞
①
区
8
卜
目
①
蒔
雲
霞
げ
暮
霞
〈
8
0
甘
①
旨
鴨
o
q
。
呂
げ
。
り

＞
霧
冨
＆
零
匙
乞
o
仁
Φ
＞
呂
①
蓉
o
q
①
り
＞
墓
一
似
民
①
詩
二
巨
壼
一
一
鼠
け
窪
凝
峯
包
＜
8
U
暮
霞
α
零
¢
。
プ
毛
①
置
霞
一
8
冨
昌
○
冨
①
き
。
暁
寅
o
q
巨
o
Q
・
●

　
竃
零
耳
閑
二
5
圏
。
』
．
o
q
‘
這
o。
Q
o
り
¢
一
罰
崩
’
が
あ
る
。

（
6
5
）
＞
．
霊
㎡
蚕
β
8
・
葺
’
（
＞
⇒
目
●
一
〇
y
ω
。
ω
謡
●
嚇
α
霞
F
8
。
。
帥
“
（
＞
⇒
5
ω
ω
）
あ
●
ω
刈
o。
暁
●

（
6
6
）
　
O
零
富
議
国
導
爵
9
塁
噛
8
』
登
（
＞
ロ
容
ω
轟
）
を
参
照
．

（
6
7
）
　
ギ
リ
シ
ア
人
の
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
が
、
＞
長
＆
寄
霊
富
。
罫
幹
声
角
跨
蒔
ざ
詳
暮
山
く
涛
怠
ヨ
邑
震
巨
㎎
き
の
一
ぎ
島
の
魯
零

冒
ぎ
3
旨
①
客
曾
ご
q
霞
切
茸
留
の
お
冨
菖
民
U
①
暮
零
匡
導
α
I
U
畦
鴇
9
Φ
騨
騨
日
一
W
①
貯
宮
Φ
一
q
霞
O
ユ
Φ
9
尻
魯
窪
守
＆
穿
①
歪
”
の
韻
歪
箸
9
這
c
。
①
を

参
照
。
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（
6
8
）
　
ピ
ル
グ
ラ
ム
の
論
文
の
結
論
は
、
本
文
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
社
会
政
策
と
労
働
市
場
の
政
策
に
関
す
る
報
告
書
前
出
（
注
4
）

も
、
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。
経
済
的
に
み
て
、
国
際
経
済
に
対
し
、
余
り
影
響
力
の
な
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、
問
題
の
本
質
を
見
据
え
た
人
々
は
、

此
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
「
経
済
大
国
」
と
目
さ
れ
て
い
る
国
の
為
政
者
は
、
巨
視
的
に
此
の
問
題
を
扱
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

む
す
び

一
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
問
題
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
、
外
国
人
労
働
者
の
家
族
の
状
況
、
そ
の
労
働
条
件
、
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

住
関
係
、
余
暇
時
間
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
政
策
、
社
会
福
祉
の
現
状
、
そ
し
て
何
よ
り
も
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
法
的
地
位

な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
、
次
の
課
題
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

オーストリアにおける外国人労働者の諸問題

ニ
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
外
国
人
に
そ
の
労
働
市
場
を
開
放
し
て
す
で
に
四
分
の
一
世
紀
が
経
過
し
た
．
そ
の
間
、
幾
多
の
社
会
的
変
動
を

経
験
し
、
外
国
人
人
口
の
増
減
に
は
波
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
は
、
全
人
口
中
に
外
国
人
の
占
め
る
割
合
は
三
・
六
％
、
全
就
労
者
人
口

の
五
％
以
上
が
外
国
人
労
働
者
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
に
大
き
な
圧
力
を
及
ぽ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
．
西
ド

イ
ッ
に
は
、
こ
れ
以
上
の
割
合
で
多
く
の
外
国
人
労
働
者
が
そ
の
家
族
と
と
も
に
生
活
し
、
多
く
の
社
会
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
．
そ
れ

と
い
う
の
も
、
西
ド
イ
ッ
で
は
、
そ
の
基
本
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
外
国
人
な
る
が
故
に
法
律
的
に
不
利
な
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と

す
る
法
的
保
障
が
明
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
国
人
の
法
的
地
位
が
他
国
と
比
べ
て
、
は
っ
き
り
し
た
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
か

　
　
　
（
7
0
）

ら
で
あ
る
．
社
会
政
策
に
し
て
も
、
社
会
保
障
に
し
て
も
、
西
ド
イ
ッ
の
市
民
と
同
じ
よ
う
に
、
外
国
人
労
働
者
た
ち
を
包
含
し
て
お
り
、

税
金
の
支
出
が
な
さ
れ
て
い
る
．
短
絡
的
な
発
想
を
す
る
一
部
の
市
民
を
ア
ジ
る
反
動
政
治
家
が
地
方
議
会
に
進
出
す
る
素
地
は
、
高
い

税
金
へ
の
市
民
の
反
発
、
失
業
中
の
者
の
ひ
が
み
、
そ
し
て
ト
ル
コ
人
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
に
対
す
る
故
な
い
人
種
的
偏
見
な
ど
に

41



法学研究62巻12号（’89：12）

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
7
1
）

潜
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
．
西
ド
イ
ッ
と
比
べ
れ
ば
、
人
口
も
少
な
く
、
国
土
も
小
さ
く
、
経
済
力
の
劣
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
外
国
人

労
働
者
に
対
す
る
社
会
政
策
、
福
祉
政
策
の
点
で
見
る
べ
き
も
の
は
少
な
く
、
景
気
が
後
退
す
れ
ば
、
不
況
の
し
わ
寄
せ
を
外
国
人
労
働

者
に
転
嫁
す
る
と
い
う
現
状
批
判
が
強
い
。
一
般
市
民
は
、
外
国
人
労
働
老
に
対
す
る
偏
見
か
ら
、
治
安
の
悪
化
を
す
ぐ
外
国
人
労
働
者

に
帰
す
る
の
だ
が
、
専
門
家
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
推
測
は
事
実
に
反
す
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
ら
の
者
の
犯
罪
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
法

律
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
り
、
生
活
規
範
に
な
れ
て
い
な
か
っ
た
り
．
さ
ら
に
は
、
そ
の
社
会
生
活
が
幾
多
の
困
難
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

た
め
で
あ
る
と
さ
え
論
じ
て
い
る
。

42

三
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
文
献
を
読
ん
で
い
る
と
、
「
不
法
就
労
」
の
外
国
人
問
題
に
国
の
政
策
が
ば
ら
ぽ
ら
に

対
応
し
て
い
る
わ
が
国
の
現
状
と
重
な
り
合
う
思
い
が
す
る
。
否
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
政
策
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

な
し
く
ず
し
に
既
成
事
実
が
先
行
し
、
肥
大
し
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
る
ほ
ど
に
大
き
く
な
っ
て
い
け
ば
、
近
い
将
来
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
以
上
に
、
弱
い
立
場
の
外
国
人
労
働
者
へ
と
景
気
の
波
の
悪
影
響
を
か
ぶ
せ
て
、
日
本
の
都
合
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
事
態
を
迎
え
る

の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
心
を
よ
ぎ
る
。
西
ド
イ
ッ
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
や
は
り
、
法
律
上
の
対
応
を
き
ち
ん
と
整
備
し
て
、
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

隣
諸
国
か
ら
の
外
国
人
就
労
者
を
迎
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
国
民
生
活
の
実
態
は
と
も
か
く
と
し
て
、
わ
が
国
は
、
ア
メ
リ
カ
に
次

ぐ
経
済
大
国
で
あ
る
と
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
働
く
外
国
人
に
対
し
て
、
や
ら
ず
ぶ
っ
た
く
り
の
仕
う
ち
を
続
け

る
こ
と
は
、
国
際
世
論
が
こ
れ
を
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
、
鎖
国
を
主
張
す
る
議
論
の
な
か
に
、
治
安
に
及
ぽ
す
悪
影
響
の
面
を
強
調
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

犯
罪
学
的
な
検
討
に
よ
り
、
簡
単
に
論
破
し
う
る
根
拠
の
薄
弱
な
「
反
対
論
」
で
あ
る
．
困
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
程
度
の
勉
強
不
足
な

「
鎖
国
論
」
で
も
、
耳
を
傾
け
た
が
る
者
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
．
権
力
を
持
つ
者
の
耳
に
快
よ
く
聞
こ
え
る
情
報
を
提
供
し
、
判
断

を
誤
ま
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
一
時
は
、
不
快
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
国
際
的
に
孤
立
し
た
後
に
、
後
戻
り
が
き
か
な
い
よ
う



に
国
の
政
策
を
方
向
づ
け
る
前
に
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
を
提
供
し
続
け
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
存
在
理
由
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

オーストリアにおける外国人労働者の諸問題

四
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
が
、
小
さ
な
世
帯
で
、
俗
世
間
的
な
意
味
で
世
の
注
目
を
浴
び
ず
、
純
粋
に
学
問
的
に
物
事
の
理
を
追
求
し

て
い
た
と
ぎ
に
は
、
考
え
方
の
根
本
に
哲
学
が
あ
っ
た
。
昨
今
は
、
虚
名
が
先
行
し
、
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
権
力
の
側
が
、
物
事

の
筋
道
へ
の
理
屈
づ
け
の
た
め
に
で
は
な
く
、
俗
世
界
の
権
威
づ
け
の
た
め
に
、
慶
鷹
義
塾
の
看
板
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
気
配
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
．

　
そ
れ
は
政
治
と
い
う
虚
飾
の
世
界
で
は
許
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
学
問
の
世
界
で
は
、
幻
想
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
殊
に
、
法
律
の

世
界
で
は
、
そ
の
議
論
が
直
ち
に
、
適
法
・
違
法
と
色
分
け
さ
れ
、
権
力
の
発
動
に
つ
な
が
る
が
故
に
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
．

　
憲
法
の
世
界
で
は
、
地
道
に
研
究
を
続
け
る
こ
と
は
至
難
の
わ
ざ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
米
法
の
世
界
で
も
、
す
ぐ
利
用
で
き
る
知
識

の
提
供
で
は
な
し
に
、
そ
の
基
本
的
仕
組
み
を
じ
っ
く
り
研
究
す
る
こ
と
は
、
学
問
を
行
う
魂
の
営
み
と
し
て
「
学
者
の
精
神
」
を
持
続

す
る
の
に
、
誘
惑
と
戦
う
強
靭
な
心
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
田
口
精
一
、
平
良
の
二
先
達
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、

古
き
良
き
時
代
の
慶
鷹
義
塾
の
法
律
学
科
の
伝
統
に
生
き
た
学
者
で
あ
っ
た
と
心
か
ら
尊
敬
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
69
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
報
告
・
前
出
（
注
4
）
、
一
六
五
頁
の
ほ
か
、
ω
8
団
導
菊
。
ω
雪
ヨ
昌
Φ
ぴ
9
Φ
蒲
窪
岳
魯
－
お
9
藻
9
①
幹
毘
導
o
q
〈
自

O
器
一
導
び
①
一
器
冨
し
霧
げ
霧
O
区
霞
①
q
器
卜
亀
窪
導
巴
け
鶏
8
馨
し
目
甲
≦
ぎ
臣
貫
O
b
●
O
罫
（
｝
づ
琴
O
）
り
ψ
○
。
O
卑
が
あ
る
。

（
7
0
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
＝
Φ
一
目
暮
の
量
ユ
富
。
F
9
Φ
勾
8
暮
器
＠
亀
琶
㎎
α
＄
O
器
鼠
誉
Φ
ぎ
議
冒
山
。
㌧
切
q
且
Φ
巽
8
暮
一
蒔
U
①
暮
器
包
ゆ
＆
・
『
“

寓
①
一
σ
q
卑
節
国
o
お
⇔
閑
①
凶
唐
導
戸
o
P
o
霊
（
》
⇒
β
建
）
”
ψ
3
朔
の
ほ
か
、
国
。
国
鉱
一
葺
畠
器
5
｝
垢
一
ぎ
α
輿
器
畠
ρ
国
ぎ
頃
弩
9
琴
F
一
〇
〇
〇
倉
国
、

型
冒
霞
鴨
す
》
毒
寅
邑
①
胃
Φ
。
ヌ
這
Q。
も
。
。
を
参
照
．

（
7
1
）
　
外
国
人
労
働
老
問
題
の
否
定
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
手
塚
和
彰
・
前
出
（
注
1
4
）
、
一
六
三
頁
以
下
、
花
見
・
桑
原
編
・
前
出
（
注
1
）
一
〇
五

頁
以
下
参
照
。

（
7
2
）
　
》
国
蒔
蚕
B
8
．
o
罫
（
》
b
ヨ
。
ω
ω
）
｝
ω
◎
ω
O
O
．
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（
7
3
）
　
そ
の
意
味
で
、
花
見
・
桑
原
・
前
出
（
注
1
）
の
問
題
提
起
に
は
、

真
剣
に
対
応
す
べ
き
論
旨
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
九
・
九
・
二
一

稿
了

　
　
　
　
追
　
記

　
一
九
八
九
年
一
〇
月
一
日
か
ら
七
目
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
ウ
ィ
ー
ン
市
の
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
内
に
あ
る
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
第
一
四

回
国
際
刑
法
学
会
に
出
席
し
た
折
に
、
同
国
の
労
働
省
と
社
会
行
政
省
を
訪
ね
、
外
国
人
労
働
者
に
関
連
す
る
最
新
の
情
報
を
蒐
集
し
た
．
本
稿
は
、

主
と
し
て
、
一
九
八
三
年
頃
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
社
会
政
策
の
現
状
を
調
査
・
分
析
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
．
紹

介
し
た
。
今
回
、
蒐
集
し
た
資
料
に
よ
り
、
一
九
八
八
年
段
階
で
の
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
の
状
況
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
関
連
法

規
の
整
備
の
現
実
な
ど
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
．
殊
に
、
一
九
七
五
年
三
月
ユ
O
目
の
外
国
人
雇
用
法
（
＞
5
崔
且
①
き
＄
魯
弩
凝
量
o
q
照
窃
欝
）
が
、

一
九
八
八
年
四
月
一
二
日
に
、
相
当
程
度
に
改
正
さ
れ
、
外
国
人
労
働
者
で
長
期
間
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
で
就
労
し
て
い
る
者
、
特
に
、
そ
の
第
二

世
代
の
若
年
層
を
法
的
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
政
策
が
実
現
し
た
こ
と
を
知
っ
た
．
こ
れ
ら
多
数
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
紹

介
し
、
同
国
の
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
法
政
策
、
社
会
政
策
の
現
状
を
正
確
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

44


